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十
七
卷

(

八〇

)

雜

錄

「

政治的正義

」
w
「

人o
i
l
」

 

第
一
號 

彼
等
の
結
婚
に
就
い
v

>

泛

E
a
r
l
a
n
d

は
云
ふ『

其 

は
双
方
の
爲
敬
ビ
愛
情
ヒ
に
甚
い
た
結
婚
で
あ
る
。
其 

の
結
婚
生
活
は
靜
穩
に
し
て
無
事
'

で

あ

つ

だ

。:^
々
し 

:

い
言
葉
の
喰
#:

や
苦
々
し
：い
：感
情
に
：よ
つ
て
a

さ
れ
る
'

事
は
な
か
'

つ
ね
。
夫
の
：方
_

の'
撰
擇
は
平
靜
に
、
何
等
情 

熱
に
驅
ら
れ
る
事
な
く
し
て
括
は
れ
た
。
若
し
_
の
侧 

れ
ょ
な
深
い
愛
著
が
あ
つ
；た
ビ
し
て
も
彼
女
は
其
れ
を 

外
部
に
現
は
す
欉
な
女
で
は
な
か
つ
た
0』

(

闪
&

を
目
0- 

M
s

 

C
i
r
c
l
e

 

p
.

 

1

4

0

:
彼
等
の
結
婚
の
翌
年
.す
八1(

九
年
：ニ
月
八
日
に
を
の 

長
子
で
あ
り
又
獨
b
子
で
あ
る
ジ
ョ
シ
ラ
>
ス
キ
シ
が
生

れ
た
，
。

.

：
：

'

:

以
下
吾
々
は
ジ
3

ン
•
ヲ
ス
キ
シ
0

生
涯
を
長
く
迎
つ 

て
行
か
ぅ
^
见
ふ
°(

未
完
}

.相
互
の
應
酬
に
出
ま
ら
す
、
：藉
園
に
嚣
々
2

論

爭

K
す
る
一
切
諸
惡
の
根
f

思
惟
せ
る
は
、
必
ず
し
も 

甏
捲
起
せ
る
はW

i

 
一
 
H

l

f
 
Iビ
iHh

o
m
a
s

 M
a

n

マ
ル
ナ
ス
に
濫
觴
を
發
せ
る
に
あ
ら
す
、
晚
に
彼
れ
段 

て
あ
^

_
げ
し
て
此
(^
者
'の
^
藤
は
、
取
办
も
直
さ
ず
ら
が
乳

「

人
口
論
し
第
二
版
の
序
言
に
於
て
數
名
の
先
哲 

®

代
に
於
て
社
#
問
題
上
相
拮
抗
せ
.る
-:
傾
向
を
代 

'を
列
擧
し
、
明
に
先
蹤
の
存
在
並
に
其
啓
示
を
承
認
し 

表
せ
る
も
の
で
あ
る
？
蓋
し
功
利
主
義
哲
學
は
旣
に
腐I

て
ゐ
る
。
然
る
に
彼
等
の
文
献
に
關
せ
ず
、
人
口
法
則
V 

正
な
石
.純
理
論
的
檢
討
を
經
て
，
偸
理
學
ト
；其
根
據
を
：
一.
が
®
ら
マ
ル
テ
ス
，の
名
に
於
て
記
憶
せ
ら
る
、
所

以

は
.

失
!»
せ
：る
も
、
：尙
最
大
多
數
の
最
大
幸
福
な
る
觀
念
が
|
,
,奈
邊
に
存
す
る
：乎
0

:

:

:

:
 

:
:

丨

. 

政
治
的
11
會
的
理
想
ぜ
し
'て
、
-
依
然
現
代
は
傅
承
せ
ら
.

第
一
に
マ
ル
：サ
ス
の「

人
口
論」

は
其
論
肆は

！
！！

ぐ

措

「
：：
 

る
、
は
明
.

あ
る
。
；然
も
前
世
紀
.に
於
る
經
濟
事
情I

き
、
其
表
現
の
態
様
に
於
て
遙
に
前
人
に
冠
絕
し
て
ゐ 

:

の
劃
期
的
進
展
は
、
先
に
：マ
ル
サ
.ス
以
來
此
功
利
の
原
|

.!
气
彼
は
先
哲
攻
究
の
不
備
を
論
じ
て
云
ふ
、r
if
に

人

：

■

理
に
依
つ
て
擁
譲
せ
&

れ

て

來

た

虫

統

派

經

濟

學

を

「

：
ロ
.增

殖

ビ

食

糧

增

加

0

比
較
に
關
し
て
、
何
人
も
充
分 

4

 

,

コ;
ト
4

ン
の
思
想
を
復
洁
し
同
じ
功
利
の
股
理
に|

精
細
な
る
叙
述
を
爲
さ
’

ぬ
の
み
な
ら
^
、
該
問
題
中
の 

依

づ

；て

、
：
破

錠

に

導

く

傾

向

を

示

唆

す

る

に

.
至

つ

た

:0

一，
最
も
微
妙
な
る
、
且
つ
興
味
有
る
部
分
が
全
然
聞
却
せ 

愛
:1
:

>

:>
-

ナ
ス「

人
口
論
_

靡
る
時
人
並
に
後
人
0

論

ら

る

、

か
、
或
は
極
め
て
，輕
々
に
取
扱
は
れ
て
ゐ
る
。

*

の
中
に
、
這
個
の
池
息
.

を
看
取
'

せ
ん̂

するのが本即ち人口が常に生，
存賢料

0

水
準
に
控
.制
せ
ら
る
可 

稿
の
趣
意
で
有
る
0

き
事
S

明
白
に
演
述
し
乍
纥
此
平
均
作
州
を
麗 

固
f

人
ロ
過
增
の
傾
向
を
云
爲
し
て
、へ
地
上
に
蟠
す
る
各
植
の
樣
式
に
關
し
て
は
、
穿
何
等
の
硏
究
も

.

笫
十
七
魅(

八I
〕

雜
：

錄

：r

政
治
的
現」

、こ「

人
口
論j. 

'
 

a
t

「

政

治

的

正

義

」

^

人

口

論

」

津

田

誠

一

,

\

洵
R

ダ
#

ッ
ド
、
ヒ
ユ
丨
ム
の
所
言
の
如
く
ラ
ィ
ン
:
 

|

ン
河
は
北
流
し
ロ
.

丨
ヌ
河
は
南
行
す̂

雖
、
水
の
低
き
に 

\

趣
く
ビ
沄
ふ
原
理
は一

で
ぁ
る
。
其
環
搜
異
る
に
從
ひ 

一.
其
方
向
相
反
す
る
も
、
兩
者
を
律
す
る
法
則
に
一一

致
有 

る
心
け
で
は
無
い
。
芷
統
派
經
濟
學
樹
立
前
後
火
動
搖
' 

|

:

の
過
渡
期
に
於
て
、
：民
心
の
歸
嚮
に
简
明
な
る
指
針
を
：

|
ぐ
與
ふ
可
く
現
前
せ
る
は
、
：功
利
主
義
哲
學
換
言
す
れ
ば
： 

i

最
大
多
數
の
最
大
幸
麻
を
以
て
、
道
德
の
理
想
善
藤
の
:：

、
標
準
と
觀
る
思
想
で
ぁ
る
。
然
る
に
當
時
等
し
ぐ
此
功 

利
の
原
理
に
立
脚
し
乍
ら
、
其
人
性
觀
に
霄
壤
の
杆
格 

を
存
せ
る
爲
め
、

一
は
社
會
革
命
を
高
調
し
、
他
は
?a

; 

存
制
度
を
謳
歌
し
"

相
背
反
せ
る
兩
極
に
走
つ
て
®

に
'

;

.
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雜

錄

「

政
治
的
1£
義
>「

人
ロ
論」 

第

一

铖

八

ニ

爲
さ
れ
て
ゐ
な
い
。
：又
人
ロ
の
原
理
が
如
何
な
る
結
果 

を
生
t
る
乎
。其
社
會
に
.：及
ぼ
す
實
際
的
效
粜
如
何
を
、
 

徹
底
的
に
追
求
せ
^

^
は
來
对
常
て
皆
無
で
あ
る
。
知 

'上
の
諸
®
が
即
ち
本
著
U
於
て
、
•
の
*
も
詳
說
せ
ん 

せ
欲
す
る
所
で
あ
る」
，

而
し
て
彼
は
大
體
的
に
這
般 

•0
意
圖
に
成
功
し
ヤ
ゐ
る
。
換
胃
す
れ
ば
人
口
は
生
存 

資
料
.に
：侬
據
し
"
其
增
加
は
罪
惡
貧
窮
並
に
所
謂
道
徳 

的
抑
制
に
依
つV

制
限
せ
ら
る
、
所
以
を
、
前
人
に
比 

し 

一
®
紙
織
的
に
明
確
に
、
又
徹
底
的
に
有
效
に
表
現 

せ
る
も
の
^
、&
ふ
事
が
出
來
る
。

m
一‘一
に
"
而
し
て
遙
に
重
耍
な
る
原
因
は
、'
マ
火
サ 

ス
の「

人
ロ
趴
_」

が
興
出
a
®
壤
の
社
會
的
货
景
に
依 

僥
侔
せ
ら
れ
し
事
で
あ
る
。
■蜜
し
佛
M
西
大
m
命 

の
狼
烟
が
久
し
き
に
亘
る
.因
襲
制
度
に
虐
げ
ら
，れ
し
人 

々
の
魂
を
糾
合
し
て 
>
,
權
力
階
級
に
對
し
敢
然
挑
戦
の 

火
蓋
を
切
る
や
、
抑
*
攒
恣
0
治
卞
に
忍
從
し
つ
、
«

獻
陰
微
の
間
に
酿
成
せ
ら
れ
た
る
^

5

、

¥等
、
傅
愛

病
^
^
^

《

待
u
^
‘
-
^
^
g
^
m
^
!
:
^
g
s
:
:
r
h
-

l;
=
幫

の
精
神
は
，

ー
擧
に
a
熱
的
火
餡
の
勢
威
を
以
て
全
歐 

-

の
人
心
を
燃
了
し
、
王
宼
縱
衣
の
支
配
を
排
し
て
民
衆 

本
位
の
社
會
組
織
は
彼
等
が
理
想
の
對
象
ど
な
つ
た
。
 

海
洋
に
孤
立
す
る
大
英
帝
國
も
思
潮
の
徂
徠
は
防
ぐ
能 

一：
は
ず
、
理
想
主
義
の
革
新
論
は
此
處
に
若
干
の
_
士
を 

|

見
出
し
た
が
、
就
中
其
論
旨
の
奇
織
ビ
論
調
の
«
烈
ど 

i

を
以
て
最
も
時
人
の
意
向
に
投
じ
た
の
が
ゴ
ド
キ
ン
で

y 

.:

一
ぁ
つ
た
。

I 

■ 

• 

■

 

Hazlit

に
從
へ
ば
、
ゴ
ド
ヰ
ン
の
著
名
な
る「

政
治
的

「

：正
義
に
關
す
る
硏
究」

程
、
英
國
の
哲
學
思
想
上
に
深
_ 

\

甚
な
る
衝
動
を
與
へ
し
も
の
は
、
現
代
に
其
比
を
見
な 

1
.

い
。」

彼
は
十
八
世
紀
の
世
紀
末
を
、
實

に「

^

肖
^
輝 

|
:
ぐ
太
陽
ど
し
て
赫
灼
れ
る
聲
攀
裡」

に
生
き
た
3

で

ぁ

,
 

る
。「
彼
れ
の
如
く
衆
ロ
に
晗
炙
せ
ら
れ
し
者
な
く
、
彼 

れ
の
如
く
滿
目
に
仰
瞻
せ
ら
れ
し
者
な
く
、
彼
れ
の
如 

.

く

一
世
に
追
慕
せ
ら
れ
し
者
な
く
、
苟
く
も
自
由
、
眞 

理
、
正
義
の
論
せ
ら
る
S

所
、
彼
れ
の
名
の
唇
頭
に
上
，.

&
ぬ
事
は
無
か
つ
た
しVJ

云
は
れ
：て

ゐ

る

(H.: 

K

 

Brailsford: 

s
h
e
i
l
y
'
b
o
d
w
i
n
,

 

a
n
d

 

T
h
d
r
o
i
r
c
l
e
.

 p.

70 0

:に
引
用)

,
然
る
に

一
七̂

八
年
マ
〃
サ
ス
が「

入 

口
論
し
を
提
起
す
る
に
方
つ
て
、
虹
霓
の
如
&
:ゴ)

ド
十 

ン
，の
理
想
論
は
、
陰
欝
な
る
實
證
論
の
爲
に
倐
然
雲
烟
： 

の
彼
方
に
掩
蔽
せ
ら
れ
^

0
で
：あ
る
。
蓋
し
ゴ
ド
冲
シ 

が
人
類
の
理
性
を
過
重
福
し
て
、
新
社
會
の
建
設
を
翹
:
 

望
す
る
に
對
し
、

マ.ル
ナ
ス
は
人
類
の
性
欲
を
過
重
視
： 

し
て
、
舊
社
#
の
保
全
を
勸
獎
し
> 
酸
者
共
に
兩
極
端 

に
逸
す
る
の
缺
陷
を
具
備
す
る
に
枸
ら
す
、
前
^
の
空 

i想
的
推
理
に
反
し
て
、
後
者
の
®:
蹬
的
攻
究
は
將
に
上 

:T
に
奔
騰
せ
ん
皮
す
る
社
龠
主
義
思
池
の
狂
瀾
を
能
く 

:旣
倒
に
囘
す
を
#
た
の
で
あ
る
0
此
棚
背
馳
す
る
兩
思 

想
の
對
峙
並
に
消
長
に
依
，つ
て
、
始
め
て
人
口
法
則
は 

Ml
:
會
間
題
上
の
ァ
ル
フ
ァ
た
り
ォ
メ
ガ
た
る
を
認
識
せ 

ら
る
A
に
至
ヶ
し
も
の
で
あ
る
。

マ
ル
サ
ス
が
多
く
の 

先
蹤
を
败
ぅ
し
て
、
人
ロ
法
則
の
蜇
示
漭
た
る
名
を
占 

第
十
七
卷(

八
三)

雜

錄

「

政
^
g
JE
'
s
^
.

:
有
し
得
た
る
所
以
は
、
愛
に
存
す
る
も
の
ビ
运
ふ
を
1

ら
ぬ
。

最
後
に
右
^

關
聯
し
て
、

マ
ル
サ
ス
の「
人
口
論」

は 

.
其
極
端
な
る
性
惡g

の
爲
に
、
ァ
ダ
ム
ス
ミ
ス
の
提
唱 

せ
る
個
人
主
義
經
濟
學
の
色
調
を
、
積
極
的
ょ
り
消
極 

ン
的
に
、(

樂
觀
的
ょ
り
悲
觀
的
に
、
推
移
せ
し
め
た
事
を 

，
看
過
し
て
は
な
ら
ぬ
。
ス
ミ
ス
の
人
性
_

は
颇
る
祓
雜 

|

:
で
は

め

る

が
、
尠
く
共
經
濟
學
に
關
す
る
範
圍
に
於
て 

I

:::

は
利
己
即
ち
性
惡
說
に
立
論
の
遨
調
を
傲
气
然
も
其 

—

利
己
心
の
向
*

發
動
は
、
他
の
同
情
、
疋
義
等
0 -
麗
性 

1

0
自
動
調
節
^

相
俟
っ
て
、
自
然
妃
積
極
的
に
公
共
の 

■利
益
を
增
進
す
可
し
と
信
じ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
甚
：こ 

一
樂
觀
的
な
る
個
人
主
義
に
終
つ
て
ゐ
る
。
然
る
に
マ
ル 

ブ
ス
に
於
て
は
®
に
利
己
心
の
み
な
ら
す
性
欲
を
誇
張 

,
す
る
所
の
極
端
な
る
性
惡
說
を
把
持
す
る
結
®

、
何
れ 

は
免
れ
雛
さ
罪
^
貧
窮
を
可
及
的
僅
少
な
ら
し
め
る
意 

味
に
於
て
、
個
人
主
義
を
擁
議
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、 

人
口
論」 

第|

猇 

八
三



第
十
七
猞

(

八
四〕

雜

錄

f

政
治
的
正
.£
と
rA
口
論」

其
脱
說
の
著
し
く
消
極
的
悲
觀
的
な
る
は
否
む
を
得
な 

:
 ̂
0
し
て
此
傾
向
於
义
ヵ
ナ
ド
に
依
つ
て
他
の
經
濟 

理
論
^
連
結
せ
ら
る
：、
，に
及
び
、
遂
に
個
人
主
義
經
濟 

摩
は
.

「

陰
欝
な
る
科
學
し
の
：嗤
笑
を
蒙
り
、
':
!其
始
祖
の
意 

ビ
甚
だ
し
く
乘
離
す
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
"
楚
れ
»0 

:

創
に
乏
し
き
に
拘
ら
ず
マ
ノ
ル
サ
ス
の「

人
ロ
論」

を
し
て 

經
濟
學
說
史
上
樞
要
の
地
位
を
，占
據
せ
し
め
し」

因
，
，I,, 

看
る
可
き
で
あ
る
？ 

' 

.
1

 

然
も
ス
ミ
ス
^
マ
ル
ナ
ス
の
間
に
は
、
人
*
の
完
全
一

性
を
確
信
す
る
極
端
な
ゐ
樂
觀
_
者
ゴ
ド
ヰ
シ
の
介

在

I. 

す
る
を
忘
却
し
て
は
.な
ら
ぬ
。
td
§

g

は
云
ふ「
或
る

一
 

意
味
化
於
て「

人
1:
1
論」

は
ゴ
ド
冲V

に
始
ま
6

ゴ
ド
ヰ
一 

ン
に
終
る
。
何
€
な
れ
ば
、
そ
れ
は
人
類
の
究
全
性
の\ 

問
題
に
終
始
し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る」

^

(
J
a
m
e
s

 

B
o
n
a
r

 : 

M
a
l
t
h
u
s

 

a
n
d

K
i
s
. 

W
o
r
k
.

 

p. 

3
5
5
)
。

そ
れ 

故
に
私
は
w
ル
サ
ス
の
思
想
の
測
源
を
雜
求
す
る
ょ
ぅ 

も
，
寧
ろ
，コ
ド
ヰ
ン
の
.思
想
を
檢
討
し
、
，雨
者
を
比
較
，

第 
一m 

八
四

對
照
す
る
所
に
m
要
な
る
意
義
を
見
出
す
も
の
"で
あ 

る
。
而
し
て
一
方
に「

生
め
よ
繁
殖
よ」

の
神
意
に
驅
ら 

れ
つ
S
、
他
方
に
地
上
に
天
國
を
招
徠
せ
ん
ヒ
す
る
一 

切
の
社
會
運
動
は
、
羅
竟
文
字
を
水
に
描
く
の
迂
愚
に 

一■

觀
す
る
乎
。
之
を
幽
昏s

秘
の
世
界
よ
り
現
實
活
社
命 

の
問
題
に
引
降
し
て
直
視
す
る
時
は
、
什
膝
の
歸
結
に 

到
達
す
る
か
は
、「

人
口
論」

批
判
の
章
に
論
及
す
る
で 

ぁ
ら
ぅ
。H

:
凡
そ
社
會
改
造
の
提
唱
に
は
三
福
の
條
件
を
必
要
ビ
，
 

す
る
。
第
一
は
現
實
社
會
に
符
す
る
缺
陷
の
檢
討
で
あ 

る
，
第1

1は
廸
想
社
會
に
於
'^
秧
序
組
織
の
表
明
で
あ 

る
。
第
三
は
®
實
よ
h
遡
想
に
蹯
進
す
る
手
段
の
M

>1
>
 

で
あ
る
。
而
し
て
ゴ
ド
ヰ
ン
は
第1

の
點
に
於
て
は
、 

ー
切
の
禍
根
を
制
度
の
罪
に
歸
し
て
‘
る
。
第
一
ー
の
點 

k
於
て
は
、
無
政
府
共
產
主
義
を
以
て
理
想
の
®
&
€ 

す
る
。
最
後
に
第
三
の
點
に
於
て
は
、
純
然
た
る
精
神

改
造
に
論
終
始
す
る
も
の
で
あ
る
。
ぃ

”

如
上
の
俎
想
は
ー
七
九
3
年

，
ー

月

：

「

政

治

的

迅

義

並 

身

1

®

の
德
性
及
び
幸
®
比
及
ぼ
す
影
響
の
研
究」

 

A
n

 

•
.ふ：
.
.
.

ccncerningl Political Justice, 

a
n
d

 

ucr 

Influence 

o
n

c
e
b
e
r
a
l

 

Virtue .and 

H
appi

n
e
s
s 

3 る 

題
下
に
公
表
せ
る
番
中
に
演
述
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
 

r
彼
は
ロ
：ッ
ク
の"tabula 

r
a
s
a

の
認
識
に
出
發
ず
る
。
 

以
爲
&
く
、「

人
間
は
本
來
固
有
0

法
則
を
«

負
づ
て
,
 

世
に
生
れ
出
る
も
の
‘で
は
な
い
。
隨
っ
：て
生
れ
な
が
ら 

の
人
間
は
性
善
で
も

無
ぐ
、
夂
性
恶
で
も
無
い
。し
人
間 

の
徳
性
は
-*
ら
環
揽
體
驗
；に
依
っ
て
、
偶
然
に
左
右
せ 

ら
れ
決
定
せ
ら
れ
る
0
で

あ

る(

o
op.
-
rp*Political 

Justice, 

i st 

ed. 

vol.r. 

2-
100)

。

■.卜

：
..:

ボ「

惡
の
淵
源
は
過
誤
で
あ
る
。r 

| .切
の
罪
惡
は
過
失
誤 

»
が
實
生
'活
R
立
入
っ
，て
、
.入
^
行
爲
の
準
則
ビ
な
れ 

る
爲
に
敬
現
す
る
。」

然
し
是
の
み
に
て
は
深
く
®
ふ
る 

に
足
り
な
い
。
何
S
な
れ
ば
：

「

過
誤
は
木
斷
に
其
過
誤 

第
十
七
怨(

八
五)

i
 

.錄

」

政
抬
的
_
l
j三

た
る
事
を
"
腸
露
す
る
方
向
に
進
む
も
の
で
あ
る
。
罪 

1,
行
爲
が
荷
«
な
る
結
果
を
&
含
す
る
こ
^
<
;は
、
庶
に 

破
見
せ
ら
れ
る
。
隨
づ
て
不
芷
は
本
來
繼
續
性
を
持
れ 

な
い
。
.唯
政
府
が
人
間
の
過
誤
に
、
實
在
ど
恆
久
性
^
;
 

を
賦
與
す
る
の
で
あ
る
し
故
に
過
誤
は
忍
ぶ
可
く
、
政 

府
は
堪
へ
難
い
。(pp. 

3
?
3
0

,:

彼
は
愛
に
章
を
改
め
て「

社
#
に
現
存
す
る
最
も
顯 

寒
な
る

罪
惡
の
沿
革
を
攻
究
し
^
其
宿
弊
の
政
治
的
制 

丨
度
に
因
由
す
る
所
以」

：■を
^
明
せ
ん
ビ
試
る
ハ日
ぐ「

各 

_
內
政
上
の
-:
大
弊
資
は
.、
强
奪
並
に
詐
取
で
あ
つ
て 

雨
者
典
に
不
JH
當
な
る
®
の
移
轉
.に
外
な
ら
ぬ
。
是
は 

ニ
一
個
の
！

§
3

因
ょ
h
'發
生
す
る
'
。
.

第

.

一.

は
貧
富
の
懸
隔
で
あ
る
。
文
明
諸
國
の
富
の
不 

本
等
は
洵
に
驚
異
に
偾
す
る
。
住
民
の
大
多
數
は
生
活 

の
保
證
た
る
資
料
を
.刹
奪
せ
ら
れ
、
彼
等
の
最
大
限
め 

勤
勞
が
辛
ぅ
じ
•て
彼
等
の
生
命
を
支
持
す
る
有
■
で
あ 

る
。
贫
窮
に
對
す
る
斯
か
る
不
斷
の
苦
闘
は
、
受
|1
者

> 
ロ
！̂」

m
ー
號 

八

五



第

十

七

卷

(

•
八
六
.〕

雜

錄

「

政
治
的
疋
舜
¥

「

人
ロ
論
一
 

第

i 

m

 

八
六

の
多
數
を
自
雍
に
導
か
ね
ば
*

ま
ぬ
。
»
迫
の
罟
痛
そ 

れ

，：
！
！

1

身
が
之
を
览
服
す
可
き
氣
カ
を
阻̂

す
る
。
富

者
. 

の
冷
酷
な
:

る
優
越
振
ヶ
は
、.'
'

必
然
彼
等
を
報
饭
の
標
的
'
■ 

た
ら
し
め
る
。
*

者
は
11

:
會
の
狀
態
を
贼
闘
の
狀
態
ご 

.

看
做
し
、
そ
れ
は
各
人
の
*
利
を
擁
護
し
生
活
資
料
を
一 

保
證
す
る
.爲
で
な
く
:"
«

て
|

|

て
の
刺
益
を
僅
少
の
偏

| 

愛
せ
ら
れ
し
人
々
に
態
斷
せ
U

め
>

:

爾

餘

の

輩

に

は

：缺
:
|

乏
、
隸
M
並
.に
慘
禍
を
保
留
す
る
爲
の
不
正
な
る

結
合 

ー_

.

. 

.

. 

. 

. 

.

. 

:..}

'̂
M
惟
す
る
に
至
る
の
で
あ
る」

(pp. 

32-33) 
. | 

「

第
S

 

|

の
平
和
を
霞
す
る
M

i
憂

に

伴
\

 

ふ
奢
侈
、'虛
飾
、
及
び
魅
惑
で
ぁ
る
。
.

I

體
人
間
は齦

：-1 

難
が
爾
餘
の
儕
雜
の
_
に
k
公
平
に
享
受
せ
ら
る
V
場
：j 

合
に
.：は
、
自
己
も
亦
.莞
爾
ビ
し
^;
是
に
當
面
し
：得
る
資 

性
を
.具
有
す
る
.。
又
假
令
他
人
の
懶
惰
、：

安
邀
を
视
る 

知
、
，そ
れ
が
自
己
以
上
の
利
益
を
他
人
に
齋
さ
ぬ
限
り
：
 

別
段
+侮
辱
を
感
じ
な
い
：。
然
し
嫌
應
無
く
他
人
の
特
權 

を
見
せ
付
け
ら
れ
、
&
己
：：̂
自
己
及
び
家
族
の
爲
に
最
，

低

級

の

物

質

：

g

安

慰

を

得

可

く

"

不

斷

に

然

も

徒

爾

に 

努
力
せ
る
に
拘
ら
ず
、
他
人
が
彼
等
の
勸
勞
の
成
朵
を 

，奪

つ

て

酒

磁
6

す
る
0

を
見
て
は
、
彌
が
上
に
も
不
幸 

を
加
重
せ
ら
れ
'

さ
.る
を
得
ぬ
。」

富
者
の
奢
侈
、
虛
飾
の. 

誇
示
は
益
々
貧
*

の
激
1#

を
«

#

す
る0

然
も
細
民
は 

「

此
浪
費
者
ょ
&

些
少
の
施
與
を
請
ひ
受
く
る
爲
に
は
、
 

如
何
に
不
撓
の
努
力
を
必
要
ビ
す
る
か
を
熟
知
す
る
0 

而
し
て
彼
等
は
赏
裕
ビ
幸
福
S

を
混
同
し
、
錦
衣
が
屢 

々
傷
め
る
心
を
包
む
事
あ
る
を
理
解
し
得
な
い」

ハ
ほ
，
 

34-35)第
三
に
賓
聪

V

不
滿
を
連
結
す
る
禍
因
は
富
者
の
倨 

，
傲

ビ

鴛

奪

で

あ

る

。

貧

者

が

苦

し

哲

人

的

恬

淡

.を

體

得 

し
て
、
人
間
の
眞
に
矜
持
す
る
に
足
る
も
の
を
所
有
す 

る
點
に
於
て
は
、
自
己
も
亦
其
富
め
る
隣
人
に
敢
て
讓 

ら
ぬ
所
以
を
自
覺
す
る
な
ら
ば
、
他
を
羨
望
す
る
惧
れ 

は
な
い
が
、
然
し
其
隣
人
が
さ
ぅ
す
る
事
を
許̂

ぬ
。

. 

興
財
產
が
觀
者
の
心
緖
を
焦
虛
せ
し
め
ぬ
以
上
は
決
し

て
滿
足
す
る
氣
色
が
な
い
？
此
尊
火
な
る
心
が
彼
れ
を 

驅
っ
て
、
壓
迫
ご
不
C

を
爲
さ
し
め
る
。
多
敷
の
國
家 

に
於
て
、「

法
宵
が
鉴
而
0/
:
.哀
颇
運
輯
に
依
>

左
右
さ
る
. 

、
は
*

然
の
S

で
、
蕞
も
位
| ^
:

高
:&
:

者
、
：最

A

U

0

0

 

の
緣
故
を
有
す
る
者
が(

孤
獨
無
双
の
者
に
勝
訴
を
#
 

る
は
殆V

例
外
無
き
事
實
で
あ
る
。
か
、
る
破
廉
恥
の 

風
潜
無
：き
國
家
ビ
雖
も
法
宵
は
往
々
高
偾
な
る
買
^

0
.
. 

對
象
S

な
K

、
最
も
財
囊
の
#

富
な
る
者
が
訴
®
に
勝 

:

つ
事
が
多
い
。
旣
に
此
事
實
，の
存
す
る
以
上
、
富
者
が 

貧
者
を
酷
遇
す
る
に
方
つ
て
殆
ど
何
等
の
障
礙
を
見
ず 

威
«

的
ノ

«

裁
的
’
暴
君
的
氣
質
ど
な

-る

は
想
像
に
雛 

く
な
い
。
#

上
此
間
接
的
，腿
迫
.の
，み
が
>

*

れ
の
《
斷「 

主
義
を
滿
足
せ
し
0

る
所
以
ヤ
は
な
い
。
總
て
が
S

る 

_

家
に
於
て
は
富
者
は
直
接
間
接
に
：: *
法
者
で
あ
る
。し 

隨
0
,
て
常
に
脓
迫
に
都
合
好
き
法
規
を
作
成
す
る
。
其 

の
結
果
遂
に
は「

朴
直
、
，善
徳
：、
悟
性
、
：：服
勉
は
無
益
. 

で
*

る
。
；富
が
®

能
で
あ
る
£

の
思
想
を
胚
胎
す
る」

.

館
十
七
卷

(

八
七)

'.
雜

錄
.

「

政
治
的
正
£

^

パpp. 

35-37)

以
上
が
现
存
各
種
の
政
府
の
下
ね
、
各
禰
の
程
度
に 

於
て
、
人
類
を
驅
つ
て
«'
2£
に
、
或
は
公
然
ど
或
は
陰 

密
に
、
財
產
の
侵
蝕
を
行
ふ
に
至
ら
し
む
る
原
因
で
あ 

|

る
。
然
ら
ば
政
治
的
制
度
は
如
何
に
這
般
の
畨
惡
を
助
.

長
す
る
乎
。
彼
は
11
に
之
を
三
方
而
ょ
り
«
察
す
る
0
 

|
,
::;
,
' 

一
 

f

j 

:

第」

に
法
律
は
何
れ
の
國
家
に
於
て
も
富
者
に
寬
大 

|

に
？
貧
者
に
哿
酷
'

で
あ
る
。「

例
へ
ば
英
國
に
於
て
®
在 

一
地
租
は

1

世
紀
以
前
に
比
し
減
收
で
あ
る
の
に
、

fr
i

l

 

:

稅
は
同
一
期
間
に
莫
大
な
る
增
收
を
見
た
。
是
れ
其
效 

來
は
姑
く
措
き
、
當
者
ょ
o

貧

者

に

負

擔

を

轉

嫁

.せ

ん 

ビ

す
る
試
で
あ
つ
て
、
是
が
立
法
精
神
の
發
露
な
の
で 

あ
る
。
同
一
の
原
理
か
ら
偸
盜
其
他
富
港
赠
級
の
、陷
る 

惧
れ
な
き
犯
罪
は
重
大
犯̂

し
て
最
も
带
酷
な
る
、
時 

.

.

.

皮
し
て
最
も
非
人
逍
的
な
る
刑
罰
を
賦
課
せ
ら
れ
る
。
 

富
者
は
.偏
頗
滕
制
的
成
文
法
の
施
行
に
依
つ
て
削
結
に

八
口
論」

'

第

ー

双

A
七



第

十

七

卷

(

八
八

)

雜
.

.

錄

「

政
治
的
正
莪

」

と「

人
1:
!

論」

：

利
.便
を
與
へ
ら
れ
る
o

»
占
植
、：

特
許
權
は
乙
れ
を
購 

ひ
得
る
人
々
^
濫
卜
に
贼
興
せ
ら
：れ
る
。

一
方
勞
鈒
決 

足
の
爲
に
す
る
贫
者
の
#
合
を
阻
止
す
る
，に
は
、
.最
も 

周
倒
な
る
政
策
を
採
诩
し
、
勞
慟
の
場
面
を
撰
櫸
す
可 

き
思
虛
ビ
剑
斷
を
奪
ひ
去
る
の
で
あ
る」

(pp.

パ
3 7138)

:'
第
：
--
:
に
法
の
運
用
も
亦
法
の
精
神
^
讓
ら
す
不
正
で 

あ
る
。
茁̂
命
以
前
の
佛
國
政
府
に
於
て
ば
翁
«
お
0
官 

，職

は

钧

買

の

具

に

供

：せ

.ら
れ
> 

|
伞
は
公
然
の
偾
袼
を 

以
て
帝
王
に
献
納
し
、
1
半
は
秘
密
の
進
物
ど
し
て
宰 

相
W
支

柳

は

れ

た

ぺ
繫
爭
人
に
収
，，つ
て
翻
営
は
個
入
⑽ 

哀
願
運
動
0
標
的
定
な
>
，
；有
カ
な
る
知
己
'
荬
貌
の
：
 

婦
人
、
：若
し
く
は
適
當
の
進
物
ば
有
利
な
る
論
證
ょ
り
べ 

も
一
層
®
値
あ
る
條
文
で
あ
つ
れ
。」

英
國
に
於
て
ば
？ 

特

K
財

產

に

腿

す

る
！！

訟

沙

汰

に

至

つT
は
、
.
今
尙
裁 

判
を
不
用
^
す
る
程
法
の
連
用
に
不
正
が
あ
る(

S
.

33-39)。

::
-
•

笛

三

し

政

治

的

制

度
{:
:
常

に

件

ふ

地

位

の
.木

平

等

，

笫
ー
號 

八
八 

は
、'
富
の
想
像
上
の
優
越
を
高
：め
.る
2]
1:
要
な
る
原
阁
で 

あ
る
。
太
古
東
方
の
諸
王
國
及
び
現
在
の
土
¥
古
に
於 

て
は
、
顧
要
の
地
位
は
常
に
默
示
の
畏
敬
を
享
受
し
、
 

太
守
を
見
る
事
猶
神
の
如
く
で
あ
つ
た
が
、
是
^
同
様 

ノ

の
思
想
は
封
建
時
代
を
經
^1

し
て
倘
现
代
忙
殘
存
し
て 

ゐ

る
.0
是

が

爲

に

贫

者
は

常
に
蔑
視
せ
ら
れ
、
嫉
妬
、

:

怨
恨
、
自
藥
の
激
情
ょ
り
解
放
せ
ら
れ
る
暇
が
無
い

(pp. 

3
9
,
4
0

)

。

以
上
は
現
存
社
會
の
缺
陷
に
對
す
る
ゴ
ド
ヰ
ン
の
批 

:剑
の
槪
要
で
あ
つ
て
、
其
政
治
的
制
度
に
對
す
る
熾
烈 

I
:

な
る
呪g

は
、
.！

切
諸
惡
を
個
人
の
本
能
性
に
出
づ
る 

\
と
爲
す
マ
ル
サ
ス
の
所
說
ビ
對
峙
す
る
も
の
で
あ
る
V 

\

而
し
：て
斯
の
如
き
思
想
が
窮
極
無
政
府
主
義
に
歸
着
す 

可
き
は
、
：何
人
も
豫
期
す
る
所
で
め
る
。
併
乍
愛
に
一 

の
疑
惑
が
介
在
す
る
。
そ
は
管
^
彼
れ
が
卒
直
に
無
政 

府
主
義
者
た
る
旨
を
明
言

せ

ざ

る
而
己
な
ら
す
、
却
て 

S
t
e
p
h
e
n

の
摘
發
す
る
が
如
く「

彼
は
、
言
葉
の
上
で
は
、

無
政
府
主
義
は
養
で
ぁ
る
t
云
ひ
、
軍
に
'維
々
乍
ら
、
 

そ
は
政
麻
を
の
も
の
ょ
り
も
一
層
有
害
で
あ
るW

さ
へ
.
 

認
め
て
ゐ
る
。
文
最
後
に
、
，之
を
_常
人
の
見
»
ょ
り
す 

れ
ば
、政
府
の
法
铧
、組
織
を
全
廢
し
だ
る
现
想
的
狀
藤 

>£
無
政
府
ビ
の
間
に
は
什
®
の
軒
格
を
存
す
る
か
到
底 

_
知
に
苦
し
む
に
拘
ら
す
、
彼
ば
無
政
府
を
排
斥
す
るI 

爲
に
は
實
に
可
及
的
最
米
の
高
»;
手
段
を
採
^
す

胃

き| 

も
のVJ

斷
定
し
て
ゐ
る
の
.で
あ
ろ^

Leslie 

Stephen : 

\ 

iunglisia 

Thought; in the, EiVhteentli 

c
e
n
t
u
r
v
.

<J
o
. 

h
'
.
p
.
£
2
7
5
.
)

 

：：： 

- 

:

マ
：j 

そ
れ
故
にK

r
o
p
o
t
k
i
n

が「

杂
は
：屢
.々
無
政
府
主
義| 

の
父
な
る
：故
を
以
て
_
實
せ
ら
れ
た
が
、
此
の
榮
#
は 

余
に
：相
當
し
な
い
。
不
柘
の
.人

$
§
&.
§

''
-
'
こ

そ

無
» 

府
生
義
の
：父
で
あ
る
。
彼
は
，

1

八
四
八
雄
に
之
を
演
述j 

せ
り」

ド
沄
ひ
マPicchano

味
が
其
誤
謬
を
指
摘
し
て
、
 

p
s
u
d
h
c
n

:;
の

「

財
産
さ
は
：何
ど
や
，
或
は
*
利
及
び 

政
治
0

原
理
に
關
す
る
研
究」

：、 Q^
e
s
t
-
c
e

 

q
u
e
l
e

 

. 

第
十
.七
餘

pi、OPRete, 

ou 

R.echerches 

w
c*-
1

H
o

P
r
i
n
c
i
p
e

cu
f: 

droit et d
u

 

G
o
u
v
e
r
e
m
e
n
t

.-
は
夙
に
一
八
四
〇
年
其 

初
版
を
上
称
し
^
力、

； .；

を
は
部
政
府
主
義
を
褒

小̂
す
る 

事
極
めV

輕
微
に
止
^

K
V ,
眞
に
彼
れ
が
之
を
提
唱
し
.
 

始

め

た

の

は——
*
八

四

八

年

であ
る
。
然
る
に
楚
に
先
立 

づ
て
.

1

八
四
五
年
旣
にM

a
x

 Stirner

が
其
著「

個
人
s 

其
財
產」

☆

d
e
r

w
n
z
i
g
e

 

u
n
d

 

sein 

E
i
g
e
n
t
u
m

 
ご
に
於 

て
同
主
義
を
發
表
し
て
ゐ
る
。「

故

に

S
tir

n
e
r

こ
そ
眞 

茈
の
意
_
に
於
て
、
：無
政
府
主
義
の
父
れ
る
稱
呼
に
價 

す
る
も
の
で
あ
る
：。
A
I「

不
朽」

.
1な
る
や
否
や
は
知
ら
.
 

■t
v
最
初
に
其
學
1
を
演
a.
せ
る
は
彼
れ
で
あ
る」

，
 

主
張
し
、
而
し
て

兩
者
共
に

一
七
九
三
年
に
出
現
せ
る
；
 

.ゴ
ド
ヰ
ン
の「

政
治
的
正
義」

を
無
視
し
て
ゐ
る
の
は| 

應
首
肯
の
出
來
ぬ
事
柄
で
は
な
い(George 

plechan— 

off: 

Anarchism 

a
n
a

 

Socialism. 

K
e
r
r
w

8

.
で
^

3
s°
3
9

)

。

然
ら
ば
ゴ
ド
ヰ
ン
は
如
何
な
る
政
體
を
以
て
最
善
ビ

第
1號 

八
九

.

(

八
九)

雜

錄

：：f

政
泊
的
正
遜

」

と「人
！：

論」



笫

十

七

卷(

九
〇)

雜

錄

「

政
饴
的
芘
義

」

ミ「

人
ロ
論

」
m
心
料
す
る
乎
。
此»
に
於
て
.彼
は
論
調
の
壯
烈
な
る
に 

■:似
中
論
餑
に
不
徹
鹿
の
遺
慽
が
あ
る
。E

く

「

眞
现
は 

,
;單
：2
普
偏
で
あ
る
。し
そ
は
國
揽
を
越
え
へ
若
1>
べ
は
時 

「

の
推
移
に
依
つ
て
動
搖
ず
可
き
も
の
で
は
な
い
。
隨
つ 

そ
自
然
の
事
理
に
妥
ふ
最
«
の
政
體
は 

>

「

で

办

る

。
，一
或

(

一 

.

.
,は
文
化
の
程
度
、
_
民
の
性
情
.に
依
：つ
て
政
府
の
形
態
一
 

を

異

に

す

：る

を

適

赏

ビ

爲

ず

論

者

あ

れ

共

、
：..是
れ
本
末 

•̂
.
轉

倒

せ

る

認

見

で

あ

る

.。
國
民
性
が
政

體

を

左

右

す 

る
；に
あ
ら
す
、
政
體
が
_
民
性
を
決
定
す
厶
の
で
あ
る
。

.

「

Tr
t
jし
.て
政
府
は
最
善
の
形
態
に
於V

、

も
你
害
惡
な
る
.

'

が
故
に
、
人
類
»

食
の
ブ
般
の
平
和
の
許
す
限
6

、

之
を
排
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ」

ご

(
G
o
d
w
i
n

 : 

o
p
.

. G
t

 

1st. 

e
d

 

V
O
L

 

1
,-d
p
. 

I
o\
7
-
T
7〇，
o

即
ち
其
結
論
は
抽
象
に
光
o
nj
l

瞭
を
缺
い
.で
ゐ
る
° 

;
1
:方
：に
於
て
無
政
府
主
義
を
宣
言
せ
ざ
る
？
共
に
、
：他 

'

ガ
に
'於
て
是
|:
代
位
す
：可
¥

次
#

の

政

，體

を

も

提

：
示

じ 

:

:
:て

：
ゐ«

ぃ
。
此
«

に
於
.て
.
彼

は

「

政
_

干
涉
•を
忌
避
し
乍

郯
ー
號 

九
〇 

ら
小
N
其
界
花
の
意
義
を
認
容
せ
る
ア
ダ
ム
ス
ミ
ス
^
歩 

調
を
共
に
せ
ざ
る
は
勿
論
、
無
政
府
共
產
主
%
を
理
想 

の
.極

致

ミ

し

乍

ら

餘

儀

な

く

ギ

ル

ド

社

會

主

義

に

走

つ

;
,
 

た
ラ
ッ
セ\

ぐ
し
も
亦
其
趣
を
異
に
し
て
ゐ
る
。

M
ふ
に
こ
は
ニ
個
の
事
由
に
起
因
す
る
も
の
と
私
は 

推
测
す
る
。

一

は
彼
れ
が
其
序
文
に
說
く
が
如
き
言
論 

に
對
す
る
官
權
の
峻
嚴
な
る
取
締
が
、
彼
れ
の
眞
意
k 

反
し
て
、
幾
分
論
旨
を
緩
和
せ
し
め
た
點
が
あ
る
で
あ 

ら
ぅ
。
他
は
後
節
に
示
す
如
く
、
其
實
行
手
段
の
上
に 

歴
然
現
は
れ
た
る
微
温
的
傾
向
が
、「

眞
理
は
全
幅
を
開
':
;

極

力
|

陳
せ
ょ
"

革
命
は
徐
々

に
遂
行
せ
ょ」

S
の
彼
れ
自

ら

，

.
の
主
義
に
反
し
て
ヽ
此
場
合
に
も
累
を
及
ぼ
甘
る
結
果
:
:
 

j

で
あ
ら
ぅ
o 

:

;
然
も
辭
令
上
の
不
分
明
は
姑
ぐ
措
き
、
最
善
の
政
府
: 

ノ
へ
を
も
尙
密
惡
^

斷
定
し
、”1

切
の
法
制
徹
廢
を
高
調
す 

::
:
る
論
旨
に
徵す
る
時
は
、
其
本
然
の
希
求
は
無
政
府
主 

裳
で
あ
つ
た
、
假
に
然
ら
す
€

す

る

も

興

論

旨

を

徹

底

m

:的
に
追
ふ
す
る
時
は
必
然
無
政
府
主
義
に
歸
着
す
る
も 

の
€
解
す
る
は
至
當
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
私
は
：「

無
政 

.府
主
_
的
舭
會
哲
學
は
> 
三
人
の
有
名
ゆ
る
代
表
者
を 

指
定
す
.る
、
英
人
4
リ
ア
ム
• 

I ロ
ド
■ヰ
ン

V
创
人
，■ヒ
、千

!
ル
•
ヨ
セ
フ
ヰ
ブ
ゲ
ゥ
ドX

、
及
び
獨
人
マ
ッ
ク
ス
»:

ス
ー
ブ
ィ
5

〃
が
楚
で
あ
る
6
:就
中
、
學
理
的
無
政
府 

束
義
の
最
初
の
樹
立
者
は
4
ド
斗

シ

で

あ

る

爲

ず 

D
i
e
h
l
&

所
說
に
聽
從
す
，
^
も
'の

で

あ

る

。

(

空
一 

D
i
e
h
l
:
sozialismu, 

K

o'mnlunismus, 

u
n
D

Aaarchis- 

mus.: 5 

Auf. 

s. 
s
〇)

？

丨 

.

.
_

乍
併
、政
府
の
忌
避
は
a
會
の
：忌
避
を
意
味
し
な
い
o
 

ゴ
ド
ヰ
ン
以
爲
ら
く
ノ
社
會
の
観
念
ビ
政
麻
の
觀
念
 ̂

を
嚴
密
に
闆
別
す
る
は
衝
も
必
要
の
，」

を
で
あ
る
。「

人 

類
は
最
初
相
互
扶
助
の
0
的
を
以
て
.結
合
し
/2
の
で
あ 

る
。
彼
等
は
9 1

:
會
の
成
員
の
相
互
間
に
於
る
、
.又
は
典 

全
體
に
對
す
ス
行
爲
を
整
調
す
る
爲
に
、
拘
束
の
必
要

笫
十
七
盤
ハ
九
一〕

雜

0

「

政
殆
的
正
義
>
_

を
生
じ
や
ぅ
ざ
は
豫
見
し
な
か
つ
た
。
拘
束
の
必
翦
は 

.::

全
く
少
數
の
成
員
の
過
誤
及
び
邪
11
1
1ょ
.り
發
生
せ
る
も
 

の
で
あ
る
そ
:0

彼
は
愛
に
於
てT

h
o
m
a
s

 P
a
i
n
e

を
援 

へ
用
し「

社
會
ど
政
府
は
其
本
質
を
興
に
し
、其
起
源
を
異 

I

::::

に
す
る
，社
會
は
人
類
の
欲
望
に
.依
つ
て
造
ら
れ
、
政
府 

一
ば
入
®
の
邪
悪
に
侬
ク
て
造
ら
れ
た
。
社
會
は
如
何
な 

る
狀
態
に
於
て
も
幸
慶
で
ぁ
る
が
、
政
府
は
其
、最
善
の 

\

狀
態
に
於
て
も
必
要
の
害
惡
に
外
.な
ら
ぬ」

w

の
所
論 

|

に
讃
同
し
て
ゐ
る
。(

G
o
d
w
i
n

 :

〇
p
, 

Q
t 

1st. 

ed. 

vol.L: p. 

7
4
)
。

ま
に
政
府
を
廢
滅
す
る
も
尙
社
會
の
存
す
る
以
上
は 

1

定
の
處
世
上
の
準
則
を
必
要
i
す
る
。
政
治
的
芷
_ 

パ
の
不
用
な
る
他
界
に
於
て
も
、
尙
社
會
的
正
義
か
#;
く 

て
は
な
ら
ぬ
喾
で
あ
る
。
而
し
て
、
ゴ
ド
ヰ
ン
は
何
れ
，
 

の
意
味
に
於
て
も
明
に
功
利
主
義
哲
學
、
則
ち
最
大
多 

:數
の
最
大
幸
藤
を
以
て
道
徳
の
理
想
"
善
惡
の
雜
準
ビ 

看
倣
ず
偸
理
艇
に
立
脚
し
て
ゐ
る
。

，人
口
論」

■ 

第
'

㈱

九
一



第
十
七
卷「

九
ニ )

.

離

錄

「

政

治

的

「

人
口
論」 

第1

號

九
ー
ー

'
彼
に
從
へ
ば「

芷
義
ば
，本
來
>
個人ど個人€
の
接
あ
る
。

P

つ
て
前
例
に
於
て
最
も
一
般
の
幸
福
に
裨
益 

觚
よ>CN

發
ff
i
せ
し
行
爲
の
维
則
で
あ
^
。
是
に
對
”
そ

-'
す
る
所
の
生
命
が
救
助
せ
ら
る
可
き
で
あ
る」

(pp.

;
:は
為
汝
の
隣
人
を
愛
す
る
事
ハ
猶
汝
等
商
身
の
如
く
な
:;
,
ネ

：：

る
巧
し」

と
の
、
现
解
レ
易
き
格
言
が
與
へ
ら
れ
て
ゐ

此
道
ff
l
は
富
の
所
有
に
關
し
て
も
同
斷
で
あ
る
。r

若

：:.

る

。

然
し
此
格
言
は
®
俗
^;
原
理
と

U

て
は
願
荞
な
る
|::
し
菩
人
が
、
其
動
勞
の
成
果
に
せ
よ
、
成
は
遺
產
の
相
；:

功
績
^
!有
す
る
も
、
：嚴
1[
1
緻
.密

な

る

哲

理

よ

、り

成

れ

る
一.'續
に
せ
よ
、
他
よ
り
も
巨
額
の
財
產
を
所
有
す
る
權
利
.
；.：

も
の
で
は
無
い
。
f

た
るr

般
見
解
に
從

v

へ
ば
、
余

I
:

あ
6

ミ
假
定
せ
ん
か
、
正
義
は
此
財
產
を
信
託
ミ
看
做 

:ど
余
；の
_
人
€
は
共
に
人
間
で
あ
る
。隨
つ
て
、同
等
に1

す
可
&
義
務
を
賦
課
し
、
且
つ
如
何
に
運
用
せ
ば
最
も
：：

尊
重
せ
£>
!
る
可
&
も
の
で
あ
：を
。然
し
實
際
^
於
て
は
、
マ
能
く
；
般
の
自
凼
、
:;
知
識
、
善
徳
を
增
進
す
る
を
得
る 

兩
者
の
何
れ
か
C
他
よ
り
も
ー
層
煎
要
の
價
値
を
有
す
—
か
を
愼
重
に
考
處
す
可
き
事
を
命
令
す
る
。
吾

人

の

人

:-
:
:

'

る
事
が
多
い
。
例
べ
ば
僧
疋
は
僕
婢
よ
0
尊
く
>
若

し
|

格
珞
同
様
に
全
ス
類
の
爲
の
信
託
で
.あ
る
。
其
才
能
、

其
僧
院
が
炎
上
し
て
何
れ
か
一
.名
の
.生
命
の
み
救
護
し
.

I
.

悟
性
、
力
量
及
び
時
間
を
最
大
量
の」

一
般
的
幸
福
を
生 

得
る
も
の
ど
せ
ば
、
誰
し
も
其
何
れ
を
擇
ぶ
可
&
か

に

}
產
す
る
爲
に
用
ひ
ね
ば
な
ら
ぬ
義
務
が
あ
る」

(

で
フ 

勝
躇
し
な
い
で
あ
ら
ぅ
。」

乍
併
、
尙
他
に
別
個
の
撰
擇
?:
*
8

3)
。

'
:
ぐ
;:

ゾ
ー

標
準
が
あ
る
。
何
に
故
な
ら
ば
、「

菩
人
は
取
に
'
1ニ
0

i
義
は
、：
彼
は
11
に
沄
ふ
、相
1£
的
の
も
の
で
*
る
。
 

人
调
せ
交
涉
を
保
つ
^
あ
ら
す
、
祉
會
、
：國
民
、
不
1-
;
ン

「

若
し
吾
人
が
利
便
を
授
與
す
_る
の
が
1£
當であるな，

一

''
，
し

他

人

の

收

受

す

可

き

も

の

を

吾

人

が

拒

否

す

る

な

ら

；

:;
•
有

す

る

準

則

であ
つ
て
、
凡
そ
人
類
の
幸
®
に
影
■
を 

0 

:::

ば
>
彼
れ
が
不
滿
を
訴
ふ
る
は
當
然
で
あ
る
。
:菩
人
の
；
：：

及
ぼ
す
總
て
の
事
件
の
處
遡
に
關
し
。
特
定
の
機
式
を 

給
付
し
得
る
十
磅
の
金
を
隣
人
は
缺
乏
し
て
ゐ
る
”
此

指

示

す

る
も
の
で
あ
る」

(
G
o
d
w
i
n
:

 
o
p
.

o
i
t 3
a 

場
合
吾
人
よ
り
隣
人
へ
.財
產
の
移
轉
を
行
は
し
め
る
政e

d
:
v
o
l
.
L

 

p. 

X
X
V
Y
r

 

:

府
の
法
律
は
無
い
。
然
し
簡
明
な
る
疋
義
の
服
に
は
、
.|

:
抑
々
功
利
主
義
哲
學
に
整
然
た
，る
理
論
的
體
系
を
.
.

.其

余

が

：
一
層
有
益
に
蓮
用
せ
ら
る
、
事

を

證

明
せ
ぬ
限
：

：：賦
與
し
た
の
は
一
七
八
九
年
の
：上
梓
に
係
る
ジH
レ

：

'

A
、
恰
も
彼
れ
が
吾
人
0
借
用
證
轉
を
所
持
す
る
か
、
;.
:

:
ミ
丨

'
々
ン
ザ
ム
の

「

迸
徳
及
び
立

法

原

理

序

論
」

.
：

或
.は
該
金
额
に
相
當
す
る
則
貨
を
吾
人
：に

提

供

し

た

る《
Introduction to 

the 

Principles 

of 

M
o
r
a
-
s
d

 

ビ
同
樣
に
、
.彼
れ
の
苦
情
は
正
當
で
あ
る
，

」
(

？ 

30 0)

。

:I
H
螌

眷

p
ヴ
で
あ
つ
て
リ
ヵ
ル
ド
ッ
に
及
び
班
統
派 

,彼
は
其
著
の
後
版
に
於
て
、
如
說
.の
論
旨
5:
1
:層
明
經
濟
學
ど
緊
密
な
る
提
携
を
な
し
"
恰
も
一
條
の
糾
へ 

灘
化
翦
約
し
て
ゐ
る
。：'日

く「

人
間
の
，他

人̂
對
す
る
4

¥
 

:
■ 

行
爲
の
眞
の
標
準
は
疋
義
で
あ
る
：.。
5£
義
S
は
最
大多

.
：

例
：へ

ばWilliam T
o
m
p
s
o
n

に
見
る
が
如
く
朵
然
社 

量
の
快
樂
或
は
幸
福
の
生
產
を
：
そ
れ
自
身
の
目
的
？ ：|

會
主
義
思
想
を
胚
胎
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
然
もj 

す
る
'

I
.

の
原
理
で
あ
る
デ
芷
義
は
菩
人
に
要
求
す
る
に
株
の
躑
躅
が
紅
白
の
花
を
開
く
の
奇
觀
は

、

胱

に
述

べ 

自
已
を
偏
愛
す
る
が
如
き
一
切
の
邪
念
を
抛
擲
し
.、
，自
た
る
如
く
マ
ル
サ
ス
皮
ゴ
ド
ヰ
ン
の
»
照
に
於
て
示
さ 

:

己
を
人
事
に
關
す
る
公
平
な
る
傍
觀
者
の
地
位
に
置
C

れ
て
ゐ
る
。
如
何
ビ
な
れ
ば
兩
者
共
に
功
利
主
義
哲
學 

事
を
以
て
す
る
。
疋
義
は
至
高
の
，普
遍
性
、
妥
當
性
を
：
•
に
立
脚
す
る
に
拘
ら
ず
、
前
者
は
生
存
權
を
否
認
し
て

销
十
七
盤

(

九
三)

雜
0

「

政
治
的
正
蕤」

と「

合
論」 

：
5

诚

九
三



第
十
セ
怨(

九
四)

雜

錄

「

政
治
t
il
l

觀J
v
「

人
口
論」

第1

雛

九
四

私
有
財
產
制
度
を
擁
詖
し
、，.後
者
は
生
存
樵
を
高
唱
し 

て
共
產
主
_

を
謳
歌
す
る
か
ら
で
あ
る
。

■五

.

 

:

ゴ
ド
ヰ
ン
は
財
の
分
®
原
迦
を
三
輝
に
區
別
す
る
0
 

「

第
：ー
の
、又
最
も
爾
明
な
る
形
態
は
、其
物
の
效
用
が
、 

他
人
に
依
つ
て
占
有
せ
.ら
る
ゝ
ょ
り
も

自

己
{:
歸
風
す 

:る
時
、
：

1:

層
多
麗
め
便
益
成
は
，快
樂
を
.生

す

る

が

如

ぎ 

場
合
に
、.：吾
人
は
其
物.の
上
に
恆.久
的
權
刺
を
有
す
S 

0
原
理
で
あ
る
。」

其
菩
入
が
如
：何
な
る
方
法
に
依
つ
て 

之
を
所
有
す
る
に
至
つ
た
か
は
全
ぐ
問
ふ
所
で
.な
い
。

唯

一

の
必
須
條
件
は
其
物
が
吾
人
に
収
ら
て
特
に
必
要 

な
る
事
r

並
にI

般
社
會
が
®
示
の
間
に
之
を
認
容
す
パ 

る
事
で
：あ
る
。
荀
く
も
其
物
の
，使
用
が
菩
人
に
取
り
眞
：
 

に
必
要
な
る
時
は
、
誰
11
も
あ
^

又
如
伺
な
る
程
度 

R

ネ
あ
れ
、
»
物
に
對
す
る
菩
人
の
使
用
權
を
侵
寄
す 

る
^

如
.き
は
不
疋
で
あ
る
。：

な
る
以
上
、
假
令
其
物
の
使
用
を
襲
斷
す
可
き
に
あ
ら 

ざ
る
部
分
に
對
し
て
も
？
何
所
有
權
を
認
容
す
る
原
.理 

で
办
る
。
換
言
す
れ
ば
勞
働
全
收
權
に
站
、
分
配
の
形 

態
で
あ
る
。

,
第
三
は
現
#
講
固
の
隨
所
に
普
及
せ
る
私
有
財
產
の 

制
度
で
あ
る
。
即
ち「

他
人
の
勞
働
の
成
果
の
上
に
も
^
 

處
分
權
を
與
ふ
る
も
の
で
あ
る
。JQ

o
d
w
i
n
: 

o

p

v

Q

t

oo
f
d
 e

d

 

vol.II. 

F>p. 
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:
今
ゴ
ド
冲
ン
が
以
上
の
何
れ
を
最
善
の
分
配
形
態
€ 

看
做
し
た
か
ど
云
ふ
に
、
そ
は
明
に
第
一
の
原
理
に
某 

く
そ
れ
で
あ
る
。
彼
は
第
三
^
不
勞
所
得
を
擯
斥
す
る 

は
勿
論
、
第
二
の
勞
働
全
收
權
說
に
も
滿
足
し
な
い
。
 

以
爲
ら
く
此
說
を
許
容
せ
ば「

若
し
菩
人
が
勤
勞
家
び 

る
時
は
、
自
己
の
衣
食
し
#
る

限

度
ょ
り
も
百
層
^

の 

衣
食
を
所
有
す
る
に
至
る
で
あ
ら
ぅ
。
IH
義
は
何
處
に 

着

取

す

可

き

や"■
殊
に
吾
人
の
過
剩
財
に
侬
つ
て
至
上

第
-
ー
の
私
有
樣
式
は
、「

そ
れ
.が
m

己
の
勸
勞
の
所
產
，の
利
便
を
亭
受
す
可
き
者
多
數
存
す
る
に
拘
ら
t

、
缺

卜、
^
:

i
!

I
1
I

|
!I
i
i
!
|

!

乏
を
感
せ
ざ
る
0
己
が
之
を
收
得
す
る
は
慈
思
者
の
採 

る
可
き
事
で
あ
ら
ぅ
乎
。
此
過
剩
IH
に
依
つ
て
吾
人
の 

應
ひ
得
る
所
の
も
の
は
虛
榮
嫉
妬
か
、
；：或
は
.寬
太
て
，ふ 

美
名
の
'下
に
、
實
は
合
理
上
要
求
權
あ
る
人
々
に
之
を 

返
却
す
る
事
か
"然
ら
す
ん
ば
偏
見
、
過
誤
及
び
惡
德
に 

過
ぎ
な^

u
^
,
(
G
o
d
w
i
n

 :

〇
p
. dt

'

 

1st' ed, vol.II.

p
.

 

3
3
0
)
。

約
言
す
れ
ば
勞
働
佥
收
權
說
は
如
何
に
緊 

切
に
1

財
を
所
耍
す
る
者
あ
る
も
、
そ
れ
が
彼
け
の
勞
|

一
働
の
所
產
な
ら
ざ
る
限
々
、
:其
利
用
を
拒
赉
す
る
_を
以

. 

. 

:
 

一

:

て
不s

然
で
あ
る
又
失
當
で
あ
‘
 

S

K
ふ
の
で
あ
る
。

:
へ
畢
竟
：
ず
ド
ヰ
ン
に
從
；：へ
；
ば

.；「

人
類
の
福
利
に
貢
献
し
::
::
 

能
ふ
物
*
が
、
：
何
人
の
所
有
に
.鹰
す
可
き
か
を
決
定
す
：
|
:

 

.る
標
準
は
«

一
 

し
か
街
り
#
な
い
。
正
義
が
甚
で
あj

ヾ
 

る
じ
犯
義
は
無
私
の
見
地
ょ
を
最
大
量
の
社
會
的
幸
福
ン 

を
產
出
す
る
事
を
命
令
す
る
。°
而

し

て

財

の

分

配

問

題
''」

 

'の
關
與
す
る€
圍
に
於
.て
.は
.、
最
も
^
^
な
る
欲
望
を 

32
:

俎
せ
し
め
る
事
が
此
命
に
妥
ふ
所
以
.で
あ
る
。
故
に 

'
:
:第
t
七

怨

(

九
五)

雜

錄

「

例
へ
ば
一
塊
の
麵
_
は
何
人
に
歸
瘸
す
る
を
正
當
ビ 

t:
る
乎
。
：日
く
そ
は
最
も
之
を
必
要
ビ
す
る
者
、
即
ち 

其
所
涫
に
依
っ
て
最
大
の
福
利
を
亭
受
す
る
者
に
歸
馬 

す
可
き
で
あ
る
。
假
に
菩
人
が
愛
R

W
塊
の
麵
顏
を
所 

街
す
る
際
、

#
に
は
飢
餓
の
爲
に
將
に
死
に
濒
せ
ん
ビ 

す
る
贫
民
あ
り
て
、
彼
れ
に
取
り
て
は
一
塊
の
麵
齙
が 

:其
生
命
を
槃
ぐ
所
以
で
あ
る
S
せ
ょ
。
此
場
合
吾
人
が 

所
耵
のJ

塊
の
麵
_
を
彼
に
分
讓
せ
ざ
る
は
不
正
で
は 

無
い
乎
。
蓋
し
一
方
に
適
當
の
支
給
を
受
び
ぬ
一
人
が 

称
ず
る
^
拘
ら
ず
、
他
の
一
人
が
過
分
の
所
有
を
獨
占 

す
る
が
如
き
は
、
正
義
に
し
て
何
等
か
の
意
義
を
有
す 

る
限
り
、
是
れ
以
上
0
不
正
は
有
り
得
な
い
。」

;
彼
は
更
に
論
步
を
進
め
て
云
ふ
、「

芷
義
の
駆
求
す
る 

所
は
獨
り
此
處
に
停
ま
ら
ぬ
。
各
個
人
は
全
體
に
對
す 

る
供
給
鲅
の
充
分
な
る
限
り
、
啻
に
生
存
の
资
料
の
み 

な
ら
す
、
又
幸
福
に
生
存
す
る
爲
の
資
料
を
も
給
與
せ 

ら
る
可
き
も
の
で
あ
る
。

一
人
は
其
生
命
又
は
健
康
を

m
J號 

九
觅

「

政
治
的
正
親」

と「

人
ロ
論」



，
笫
十
七
怨
：

(

九
六)

雑

錄

「

政
治
的
正
義

」

人
口
論

」

. 

第一

號 

九
六

. 

:
損
傷
す
る
ま
で
に
勞
働
す
る
に
：拘

ら

す

、；：

他

の
-
人

が

く

、
.之
を
不
可
杭
的
審
恧
を
可
及
的
輕
減
す
る
手
段
^

奢
侈
品
を
充
滿
す
る
が
如
き
は
不
正
で
あ
る
。
又1

人

し

て

、
或
は
道
德
的
抑
制
て
ふ
窮
策
を
獎
_
す
る
手
段

;
 

• 

.

.
:

.
 

は
興
理
性
力
を
開
發
.す
可
き
餘
裕
を
剝
奪
せ
ら
る
、
に 

<し
て
、
現
存
の
社
會
紕
織
を
相
對
的
の
善
ど
看
做
す 

. 

拘
ら
ず
、
他
の
ー
：人
は
共
同
;0
資
料
を
增
加
す
る
爲
に
マ
ル
サ
ス
の
所
說
ど
比
較
す
る
時
は
、
其明職の著し

*-
臂

の

カ

を

も

貢

献

甘

ざ

る

は

不

正

で

あ

る

:0

芷
義
は
ー
，
き

、

1

は
時
*
に
狭
レ
ー
.は
往
々
腾
言
を
蒙
れ
る
所
以 

何
人
に
も
、
®

し
彼
れ
が
公
.共
の
爲
に
"一
層
有
益
な
る
.
を
首
肯
す
る
事
が
出
來
る
。
：
：

：

方
而
に
献
身
せ
ざ
る
限
り
、
‘各
商
が
其i

部
を
消
®
す

，

，私
は
先
に
改
造
提
唱
の
要
件
ビ
し
て
列
擧
し
れ
る
！ニ 

る

所
の

共

同

收

稷

の

，耕

作

に

協

カ

す

：る

*
を
命
令
ず
:

:條
の
中
"
第
ニ
則
ち
現
存
缺
陥
の
批
判
、
第

ニ

則

ち

现

.

'
る
。
洵
に
斯
か
る
相
互
主
義
乙
ぞ
1£
義
の
眞
の
本
質
で
~
想
境
の
態
樣
に
關
す
る
ゴ
ド
ヰ
ン
の
思
想
の
觀
照
を
了
，」

あ
る
そ
}(G

o
d
w
i
n
:

 

O
p. 

c
r
I
s
t

 ed. 

vol..II. 
p
p
.

—
つ
た
。
次
は
第
三
則
ち
現
實
の
此
岸
ょ
り
挪
想
の
彼
岸

: 

l
.
.
.
.

V

' 

- 

'

325-326}
。

■
,
:
 

.ぐ
に
蹯
進
す
る
手
段
に
就
い
て
の
将
察
で
あ
る
o

.

v-
'

:

,
.今

、
如

說

の

所

論

が

生

存

權

並

に

幸

福

追

求

權

を

主

;：
:

:

六

.

.

:\ - 

.

.

.

張
し
、
：共
疲
主
義
を
庶
雜
す
る
も
の
な
る
は
云
ふ
を
俟\ 

:

.
ゴ
ド
ヰ
ン
は
現
實
it
會
0

©
冷
た
る
害
；惡
に
«
晚
眺 

た
ぬ
。，斯
く
て
ゴ
ド
4
,ン
は
岛
_
の
極
致
た
る
無
政
府：

歡
す
る
に
反
し
、
改
造
の
前
途
^
對
し
て
は
極
端
に
樂 

主
義
ど
、
平
等
の
極
致
た
る
#
產
：主
義
ミ
が
相
融
合
す
觀
的
な
る
期
待
を
抱
懷
す
る
ス
楚
れ
彼
れ
が
人
類
の
完
;;
:
:

芯
所
に
理
想
の
絕
對
境
を
見
出
す
も
の
：で
：あ
る
。
，其
融
全
性
及
び
其
艰
等
性
を
確
信
す
る
爲
で
あ
る
。
以
©
ら 

.

:合
の
可
能
性
及
び
持
續
性
に
關
す
る
論
議
は
姑
く
措
く「

人
類
の
特
徵
は
其
完
全
他
ょ
り
著
し
&
は
無
ぃ
。
 

0

そ
は
^
く
毯
も
現
在
人
類
を
し
て
優
然
卓
越
せ
し
む
る 

所
以
で
あ
^V、

又
精
神
科
學
の
各
部
門
に
於
て
重
大
な 

る
一
要
素
^

な

るも
の
'で
あ
る
ご
人
類
が
其
最
初
の
知
識 

の
要
因
た
る
言
語
S

文
字
を
發
明
し
て
以
來
、
如
何
に 

驚
嘆
に
：價
す
る
進
步
を
經
た
る
か
は
歷
&
の
維
辯
に
® 

明
す
る
所
で
あ
る
。「

過
来
に
於
て
人
類
の
^
行
せ
る
{® 

業
を
逍
想
す
5
時
、
何
A
か
未
來
に
成
就
す
可
き
改
善
'
 

に
關
し
：强
き
豫
®

を

感

せ

ぬ

者

が
あ
A
ぅ
乎
。
逝
步
の 

餘
地
な
き
科
學
無
く
、尚
上
の
餘
.地
«
き
藤
術
も
無
ぃ
。
 

然
ら
ば
何
に
故
獨
b

人
®

®

®
の
向
上
、
，社#

制
度
'の 

進

步

に

就

きて
同
じ
斷
«

の
下
せ
ぬ
«

•か
あ
らラ
o
其 

可

能

を

信

ず

る觀
念
そ

の
も
の
.が
t
eに
吾
人
の
®

氣
を 

鞭
键
す
る
。
願
は
く
は
人
類
の
經
驗
に
侬
つ
て
利
す
る 

爲
に
囘

顧

せ

ょ

。
跫
れ
.が
爲
に

前
人
の
慧
智
は
將
來
に 

進
步
-の
餘

地
を
殘
さ
ぬ
程
備
大
で
あ
，つ
.た
ど
m
心
惟
し
て 

は
な
ら
ぬ」

^(
G
o
d
w
i
n
:

 

o
p
.

 

Q
t
; 

ist 

ed. 

vol. 

I. 
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4
I
-
4
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第

十

七

怨(

九
七)

雜

錄

r

政
治
的
正
教

」

と「

•

或
は
人
類
の
不
平
等
を
天
赋
に
出
づ
る
も
の
-

yj

し
て

■

改
造
途
上
，の

1
大
_

礙
ビ
看
倣
す
論
老
あ
る
も
、
ゴ
ド

. 

.

.

.

.

. 

.

.

.

牛
.ン
は
跫VJ

憂
惧
を
典
に
し
な
い
。
彼
に
從
へ
ば「

入 

.
類
は
肉
體
的
に
も
精
神
的
に
も
平
等
性
を
具
有
す
る
。し 

\

反
對
論
者
は
云
4

「

人
類
の
中
、
全
然
均
等
の
ニ
人
は 

ベ
有
6
得
な
い
。
.必
す
强
弱
賢
恐
の
遨
別
が
#
在
す
る
”

|

現
世
の
各
a
の

不
平
等
は
峯
览
愛
に
淵
源
し
"

强
漭
は 

:■
:
征
服
力
を
有
し
、
弱
者
は
援
肋
を
希
求
す
る
0

隨
つ
て 

\

地
位
の
平
等
を
云
ふ
も
結
局
ニ
の
，幻
想
に
過
ぎ
ぬ
a
i。

I:

然
し
次
の
«
察
が
之
を
反
駿
't
る
。
绝
一
に
如
說
の
不 

I. 

!平
等
は
原
始
に
遡
れ
ば
现
在
ょ
b
も
■
に
輕
微
で
あ
つ 

\

た
。
未
開
時
代
に
於
て
は
人
«
は
病
忠
、
«
弱
、
及
び 

W
豪
奢
等
を
殆
ど
知
ら
す
、
隨
つ
て
各
自
の
カ
最
は
甚
だ 

近
似
し
て
ゐ
る
。
此
時
代
を
離
脫
せ
る
時
に
.始
め
て
不 

齊
を
生
じ
れ
の
で
あ
る
。
而
し
て
此
木
齊
を
輕
滅
す
る 

の
■力
將
來
の
改
善
の
目
的
で
あ
る
。
第1

ー
に
主
恶
な
る
.
 

本
質
的
の
平
等
は
現
在
尙
侬
然
ミ
し
て
殘
存
す
る
。
取

八
口
論」

:

m

i

九
セ



第

十

七

怨

(

九
八
.

)

雜

錄

「

政
治
的
正
•我J

i
r

»r
能
.く
»
人
を
^
從
ゼ
.し
む
る
底
の
.カ
#
を
保
«
す
る 

者
ば
皆
無
で
あ
る
。
21
1

%

©家
1|
會
の
一
階
級
は
#
力
'
 

の
爲
に
K
從
せ
し
め
，6
る
S
も
、
^
も
其
權
カ
は
元
首 

の
顧
人
的
權
カ
に
あ
•ら
す
し
て
、.

此
元
首
を
泰
戴
す
る 

，.事
を
彼
等
の
利
益w

思
惟
す
る
他
0
喈
級
の
tt
力
に
外
：ノ
 

な
ら
ぬ
.。
綰
三
に

迸

德

.上
の
平
等
も
亦
是
れ
に
讓
ら
な
一 

い

。
近
徳
的
平
等
：艺

は
1-
1
般
の
.事
項
に
.取
.
1不

變

の

正

：

一 

義
の
法
則
を
施
し
て
悖
ら
ぬ
謂
で
あ
る
o
1£
篛
は
快
樂
一 

苦
#
を
知
®:
す
るJ

切
の
人
々
に
關
與
す
る
〃
而
し
て 

快
樂
を
希
求
し
苦
痛
を
嫌
忌
す
ゐ
は
> 
是
等
の
人
々
に
一 

兆
通
の
歌
實
で
あ
る
。」

隨
つ
て
人
類
は
道
徳
上
に
も

平
j 

等
性
を
具
備
し
て
ゐ
る
ど
去
ふ
の
で

あ

る

f

f

v

v o
^

一

1哀)

:°:
!

;;\

へ
道
_

の
人
性
樂
觀
に
改
造
可
能
め
確
信
を
得
て
"

ゴ
，：

： 

ド
冲
ン
は

一

切
の
念
微
平
段
を
排
除
し
漸
進
的
に
圓
»

',
:
 

裡

：に

之

を

實

現

せ

ん

事

を

主

張

す

る

。

日

く

「

政

治

_的 

制
度
に
招
致
す
可
き
改
范
0

程

度

並

に

時

期

は

：？

各

國

：

八
口
論」

- 

第
_ー
號 

九
八

に
於
る
知
識
の
發

達

"

及び
其
改
革
に
對
す
る
申
■
如 

.何
に
依
つ
て
決
定
せ
ら
る
可
さ
も
の
で
あ
る」

(P. 172) 

「

故
に
人
類
の
页
生
を
希
求
す
る
人
士
は
ー
一
個
の
原
® 

，
を
心
得
ね
ば
な
ら
ぬ
0

一
 
ば
常
時
眞
理
の
發
見
及
び
宣 

傳
に
腐
心
す
る
事
、
他
は
自
己
の
所
論
を
實
現
す
可
く 

世
人
を
說
伏
し
得
る
ま
で
の
、
時
の
經
過
を
快
く
陰
忍 

す
る
事
じ
あ
：る」

(P. 

100
7〕

。「

暴
力
は
政
治
的
徒
黨 

0
爲
す
所
で
、
簡
明
な
る
芷
義
の
論
據
に
訴
ふ
る
者
に 

は
適
し
な
い
。
鎮
ま
し
き
完
全
な
る
改
革
は
、
即
刻
の 

改
革
に
あ
ら
す
將
來
の
改
革
で
あ
る
。
然
し
、
そ
は
独 

.々

誤

解

を

招

く

が

如

く

、
苺

命

の

^

#]
が
無
限
の
彼
方 

に
あ
る
を
意
味
し
な
い
？
偉
大
な
る
變
化
が
突
如
勃
發 

」

し
、
偉
大
な
る
發
見
が
不
意
に
現
前
す
る
は
人
事
の 

常
で
あ
る
。
宜
し
く
小
國
IV
I
^
精
刺
を
隊
育
せ
ょ
。
そ 

は
假
令
暫
ら
く
徙
爾
に
見
ゆ
る
も
、
其
效
朵
は
豫
期
せ 

.ぬ
時
に
示
現
す
る
で
あ
ら
ぅ
。
眞
现
の
王
H
は
絢
爛
な 

る
前
觸
れ
無
し
に
到
來
す
る
も
の
で
あ
る」

(P. 

2
0
5
)
“

而
し
て
其
眞
现
の
王
國
に
於
て
は
4
狷
»
な
る
利
己
の 

汰
|1
|
は
淨
滅
し
、
何

人
^̂
'3
1

徽
^
の
^
財
5:
守
識
す
る 

要
な
ぐ
、
又
間
斷
な
き
缺
乏
に
憂
慮
し
懊
權
す
る
耍
な 

き
故
.に
、
各S

自
我
を
滅
却
し
て
、
M
管
公
共
の
福
趾 

を
m
心
念
す
み
で
あ
ら
ぅ
。
审
關
の
因
絕
無
な
れ
ば
何
人 

も
隣

人
の
敵
ビ
な
る
事
な
く
、
隨
つ
！丁
理
锉
の
命
ヤ
る
；
 

4
1慈

-0
世

界

が
現
前
す
a
で
あ
ら
ぅ」

ビ(P. 

3
4
5

6
 

に
思
ふ
に
非
凡
の
組
想
家
も
荷
其
時
代
取
潮
ょ
り
完
全 

に
.蜘
脫
す
る
の
至
難
な
る
は
、
ゴ
ド
キ
ン
の
精
神
改
造 

論
に
於
て
遺
慽
な
く
明
示
せ
ら
れ
て
ゐ
る
.°
1|
想
論
ビ 

云
ひ
實
瞪
論
ぞ
云
ふ
も
、
擧
m
.
:.u
:
.
:
ッ

ク

に

濫

觴

を

發

す
 

る

補

入

主

義

て

ふ

一

河

の

流

れ

に
禅

:§
せ

る

も

の

で

あ
 

る
。
そ
れ
故
に
熱
烈
な
る
取
命
!̂
ゴ
ド
4
ン
も
、
其
實 

行
手
段
の
提
示
に
方
つ
て
は集

！
：

に
仫
姒
せ
中
躱
カ
を 

謂

せ

中

、
只
管
個
婢
の
啓
敬
に
侬
つ
て
跫
れ
が
達
成
.
 

を
企
圖
し
介
の
で
あ
る"

乍
併
脱
は
そ
.」

に
免
れ
雛
き 

矛
盾
が
あ
る
^
思
ふ
。
そ
は
通
常
批
難
の
標
的
ビ
な
れ

る
無
政
府
主
義
e
共
產
主
義
^
の
兩
立
を
意
味
す
る
の 

で
は
.無
い
。
如
何
^
な
れ
ば
ゴ
ド
牛
ジ
は
旣
に
無
政
府 

:

:

8
主
義
の
成
立
及
び

S

の
必
須
條
件
皮
し
て
、
是 

に

適

應

す

可

き

现

性

、
道
徳
等
の
完
全
な
る
，發
達
公
前 

\

提
ビ
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

1

旦

か

、
る
理
想
的
成 

S
の
み
を 

ー
_
と
し
て
庶
幾
の
.社
會
を
實
現
し
得
た
り 

ビ
假
定
せ
ば
、
毫
も
無
政
府
な
る
が
爲
に
共
產
主
義
が 

.

崩
潰
す

る

が
如
き
危
惧
は
存
在
し
な
い
道
理
で
あ
る
。
 

|
故
に
：社
會
の
全
員
に
分
配
す
る
に
足
る
共
同
の
資
料
を
，
 

|

生
產
す
る
爲
に
は
、
:各
成
員
が
平
等
に
忠
實
に
勞
働
に 

服
す
る
要
あ
る
を
以
て
、
之
を
强
制
す
可
き
公
共
の
機 

\

關
、
則
ち
政
府
が
必
要
で
あ
る
と
の
非
雛
は
、
例
へ
ば 

一.
K
r
o
p
o
t
k
i
n

の
如
き
暴
力
の
是f

g

者
に
對
し
て
は
糙
に 

顶
門
の
一
針
た
る
可
5
も
、
之
を
以
て
ゴ
ド
キ
ン
R
臨 

め
ば
毫
も
痛
痒
を
感
炮
ぬ
の
み
な
ら
す
、
却
て
此
非
難 

.
を
轉
じ
て
其
精
神
改
造
論
を
支
持
す
る
武
器
に
利
用
せ 

も
れ
る
で
あ
ら
ぅ
。
然
し
私
の
承
服
し
能
は
ざ
る
は
其

笫」

號 

九
九

第

十

七

怨

(

九
九)

雜

錄

「

政
沿
的
正
遜 

「

人
口
諭j



第
十
七
卷(

1

0

9
雑

錄

「

政
治
的
正
筏
>「

人
！

n

論
.

一
.

: 

.

5號

5

0

糈
神
改
造
論
そ
の
も
の
.で
あ
-
る
。
旣
に
述
べ
た
る
如
く 

彼
は
一
切
諸
惡
の
發
源
を
過
：誤
ど
見
各
も
、
之
を
助
長 

し
之
を
擁
護
し
、
人
類
の
迦
性
徳
性
の
發
達
向
上
を
妨 

退
す
る
の
は
ヽ.偏
に
现
存
の
制
度
組
織
の
寶
^

思
_惟
す 

る
も
の
で
.あ
る
。
然
る
に
廊
現
存
制
度
，の
«

紳
の
中
に| 

ぁ
り
て
、
人
性
の
_

發
に
全
幅
の
_

待
を
懸
け
ん

.̂す
へ 

^

は
其
本
を
匡
さ
す
し
て
、
其
末
を
潔
め
ん
ど
欲
ず
る 

も
の
：で
あ
る
0
現

(:
ゴ
ド
キ
ン
1 自
ら
が
云
ふ
、「

凡
ゆ
る 

恐
怖
す
可
き
^ '
_

は
、
富
0

不
平
等
に
起
因
す
る
。
此 

嫉
視
、
墮
落
の
源
泉
の
殘
存
一
す
る
限
り
、J
般
の
平
和 

を
語
る
ば
幻
想
で
あ
る」

(
G
o
d
w
i
n

 : 

op. 

Cit, 
I st 

\

cd. 

v
o
L

 

IL 

p. 

3
4

6
〕

ビ
。
雜
も
彼
れ
向
身
の
精
神
改| 

.ヾ造
萬
能
論
は
不
知
}

f
g

の
，間
に
這
個
0
幻
想
に
陷
つ
'1
:
;

へ| 

ゐ
る
:0
洵
に
‘ゴ
ド
ヰ
シ
の
空
想
は
、
人
類
の
完
全
性
に
.
 

對
す
る
信
念
ょ
り
も
、
现
存
制
度
の
障
礙
の
中
に
在
^V 

: 

て
尙
能
く
此
完
全
性
を
實
現
し
#
可
し
ご

信
す
る

事
に 

於て、
一
層
甚
し
き
も
の
あ
云
は
な
く
て
は
な
ら

ぬ
。
而
し
て
か
の
人
a
過

增

の

脅

威

に

對

す

る

彼

.れ

の 

辯
駁
は
益
々
其
空
想
を
放
縦
な
ら
し
む
る
一
方
、
.亦
颇 

る
含
蓄
^
富
め
る
豫
言
を
示
し
て
ゐ
る
。

.
七

.

人
口
趣
增
の
傾
向
を
以
て
不
可
抗
的
■
因w

看
做
す 

も
の
、

マ\

サ
ス
以
前
に
敢
て
興
文
献
に
乏
し
ビ
せ
ざ 

る
は
旣
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
就
中
ゴ
ド
ヰ
ン
の
駿
論

:

-

:

ぐ 

.

■

.

-

を
喚
起
せ
る
はRobert W

a
l
l
a
c
e

で
あ
る
。
彼
は
共 

產
主
義
を
以
て
完
全
な
る
統
治
ご
斷
足
し
乍
ら
、
然
も 

其
結
果
€
し
て
生
ず
：る
人
ロ
過
剩
の
所
詮
慘
禍
を
招
致
:
 

す
可
き
を
云
爲
し
、
悲
觀
的
結
論
ょ
り
脫
離
す
る
を
得」 

な
か
つ
た
。
以
爲
ら
く「

完
全
な
る
統
治
の
下
に
於
て 

.は
家
族
維
持
の
上
^
生
ず
る
/r
>
*I
I
意
は
悉
皆
对
除
せ
ら 

れ
、
子
女
の
扶
養
に
遺
慽
な
く
、
跑
事
人
ロ
增
殖
に
宰 

す
可
き
を
以
て
、
假
令
或
る
季
節
乂
は
或
る
特
殊
の
氣 

候
に
於
て
怖
る
可
き
疫
规
の
爲
夥
多
の
人
命
を
毀
®
す

：
 

る
事
あ
る
も
、尙
人
ロ
は
續
々
：增
殖
し
、
遂
に
は
全
地
球

が
人
口
過
剩
の
爲
到
底
之
を
支
持
す
る
能
は
ざ
る
に
至
然
ら
ば
ゴ
ド
ヰ
ゾ
は
如
何
な
る
論
據

R

立
ち
て
如
上 

る
で
あ
ら
.う
。
又
假
化
锻
學
者
が
生
物
體
を
食
糧
な
し
，

0

陰
鐵
を
拂
拭
せ
ん
ビ
す
る
乎
。
日
く
、
ミ
巴
1

8

6の 

に
支
持
す
る
方
法
を
案
出
す
るV

J

せ
ば
、
，同
時
に
人
類
：
:.
:

#
論
仑
の
も
の
が「

人
口
過
*

の
*

關
は
«

た

遙

•&
の 

も
亦
不
死
の
狀
態
に
is

か
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
然
る
に
土
將
來
に
存
す
る
事
を
豫
見
し
て
ゐ
る
ノ
人
類
の
棲
息
し
，
 

地
の
沃
度
に
は
限
界
あ
り
、
-
又
*

廣
*

も
從
來
、の
知
識
'
ー：
得
る
土
地
の
四
分
の
一
は
今
柯
處
女
地
で
あ
つ
て
、：
能 

の
11

ず
る
限
り
常
に
1

楚
0;

、
太
陽
系
に
.重
大
の
變
化
:'
:

墾
地
ビ
»

亦
無
限
の
改
良
を
施
す
事
が
出
來
る
。
爾
今
：
 

な
き
限
り
之
を
變
3 1

す
る
，
事
：不

能

で
4)
:

る
。
隨

つ

て

完

|

幾
孩
世
^

も
人
口
增
M

を
*

過
し
て
、
私
且
つ
il
l

球
は 

杂
な
る
統
治
の
下
に
增
大
相
る
人
|:
|

を
、
悉
皆
支
持
す

\

其
住
民
を
支
持
す
る
に
堪
へ
る
で
あ
ら
う
。
然
く
長
期 

る
«

は
.出
來
な
い
。
か
<
 
て人口は遂に地球に一

 

の
間
に
は
太
陽
系
の
事
變
の
爲
に
地
球
そ
の
も
の
、
破 

し
、
S

空
想
的
I

の
熱
心
：1

讃
美
者
等
ば
、
S

 

学

そ
れ
が
地
球
の
限
界V

相
容
れ
ざ
る
爲
に
失
敗
に
終
る\

の
雨
礙
に
對
し
て
は
、
今
W
吾
人
の
豫
想
す
る
を
得
ざ 

可
き
：最
後
の
，日
あ
る
を
覺
悟
し
な
け
れ
，ば
な
ら
ぬ
C
力

I

る
何
等
か
の
救
濟
手
段
が
提
.示
せ
ら
れ
る
か
も
測
b
難 

W

武
器
.ミ
は
結
周
人
類
ぬ
帶
雛
を
決
定
し
，
敗
慘
者
の\

い
。
然
る
に
か
、
る
遙
遠
の
將
來
を
危
惧
す
る
爲
に
、
 

死
.が
.生
存
激
に
充
分
の
食
糧
を
興
へ
文
生
れ
來
る
遨
に
：

.現
在
人
類
の
本
質
的
利
益
を
徽
さ
ん
ど
す
る
企
劃
を
敢 

典
餘
地
を
與
ふ
る
で
あ
ら
う」

ビ(Wallace: 

V
a
r
i
o
u
s

て
同
避
す
る
は
洲
に
不
合
理
の
極
み
で
あ
る
。」

況
や 

prospects, of Mankind, 

Nature/ and 

Providence. 

Franklin 
は「

精S

は
何
日
が
物
質
を
支
配
ず
可
し 

T76I. 

P
P
L
I
4
-
I
I
9
)
。
'

、
 

■
云
ク
て
ゐ
る
？
然
ら
ば
何
ぞ
精
神
が
®
人
の
肉
體
を
支 

第
十
七
涖c

l
o
l
)

.雜

.

.錄

■
「

政
治
的
正
我J

と一

人
口論

」
-
-

.

第1

號

' 

1
0
1
_



第
十
七
#

c
i〇
5

雜

錄

r

政
枪
的
蛋一

と「

人
口
論」

配
し
^

ぬ
事
が
ぁ
ら
う
。
換
言
す
れ
ば
▲吾
入
は
個
性
の 

i m

達
に
依
て
不
死
の
狀
態
に
達
す
る
事
す
ち
想
像
が
出 

來
る(

G
o
d
w
i
n

 : 

o
^
. 

Q

r
 

 ̂

ハ92
丨

39:3)
。

か
く
て「
地
上
に
ょ
6
以
上
の
人
口
を
支
持
す 

-る
事
不
可
能
ビ
な
れ
る
時
代
に
生
存
す
る
人
今
は
增
殖
ー 

を
中
絕
す
る
に
至
る
で
*
ら
う
。j

蓋
し
理
性
に
依
つj 

て
性
欲
も
絕
滅
す
可
き
が
故
：に
增
殖
の
動
因
が
無
：い

か| 

ら
で
ぁ
る
。「

其
上
彼
等
は
不
死
^
な
^V、

脑
會
は
悉
く 

成
人
の
み
に
て
兒
竟
は
.一
人
を
も
篇
せ
ざ
る
に
至
る
可 

々

、
，
伽

代

ょ

ら

世

代

へ

の

.相
緻
は
滅
失
し
、
眞
理
も
亦 

!11

十
年
每
に
页
改
せ
ら
る
、
.事
な
く

、

S
举
犯
罪
司
法 

政
府
な
ぐ
、
疾
您
苦
惱
憂
|
|憤
怨
な
く
、
：各
自
形
容
し 

難
き
熱
意
を
以
て
社
會
全
體
の
福
利
を
探
索
す
る
に
至

る
で
あ
ら
う」

ビ(P. 40
2

)

0

:■
■,か
、
る
見
解
が
兩
性
間
の
交
渉
に
就
て
も
亦
特
異
® 

議
論
を
誘
導
せ
る
は
« :
し
む
に〗

足
ヴ
な
い
.0
即
t
ゴ
ド 

4

ン
に
，從
へ
ば
、
珊
想
社
會
に
於
て
^;「

結
婚
制
度
の

第

一

號

5
 ̂

廢
止
は
何
等
の
#
#
を
も
隨
伴
し
な
い
。
见
女
の
交
故 

は
か
、

る
狀
態
に
於
て
は
凡
W
の
他
の
種
類
の
交
友
く 

毫
も
相
異
せ
ぬ
。
固
ょ
り
晋
人
が
現
世
に
生
活
す
る
限 

り

I
の
人
々
に
比
し
1̂

に
菩
人
に
取
り
て
優
れ
た
る 

债
値
を
有
す
る1

侧
人
を
發
見
す
る
事
が
あ
る
で
あ
ら 

う
。
而
し
て
此
特
定
人
の
«
値
を
認
識
す
る
程
度
に
正 

比
^
し
て
S
愛
の
^

を

增

す

で

办

ら

う

。

こ
は
女
^

こ 

I
:

關

し

てiK

ふ

も

全

く

同

斷

で

あ

る

。

吾

人

が

,#
こj

婦 

ぐ
人
の
人
格
識
見
に
敬
服
寸
る
事
深
甚
な
>9

^
せ
ば
^
め 

\

て
彼
女
の
親
密
な
る
交
情
を
欲
求
す
る
で
あ
ら
う
:0
勿

論

他

人

が

罟

ス

同

様

に

彼

女

を

撰

擇

す

可

き

場

合

あ

る 

\ 

.可
&
も
、
そ
は
毫
も
憂
ふ
る
を
用
ゐ
な
い
。
蓊
し
吾
人 

j
:

は
總
て
彼
女
^
の
#
話
を
享
樂
し
得
可
く
、
又
®
人
は 

:總
て
賢
明
な
る
の
故
に
性
的
交
涉
を
以
て
極
め
てI

些 

.

.事
に
過
ぎ
す
•ど
思
惟
す
る
か
ら
で
あ
る
。
浬
性
を
具
® 

す
る
者
の
飲
食
す
る
の
は
快
樂
を
貪
る
が
爲
に
あ
ら
ず 

し
て
、
飮
食
は
菩
人
の
餘
全
な
る
生
存
に
不
可
缺
0
も

の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
；同
樣
に
繩
性
を
:1
-
1備
す
る
者 

の
乎
孫
を
增
殖
す
る
も
、，

V

そ
ば
官
能
的
快
樂
追
求
の
結 

果
で
ば
無
ぐ
て
只
種
の
繁
殖
を
の
も
の
が
公
正
の
#
た 

る
を
以
て
で
あ
る
。
隨
つ
て
興
行
爲
は
自
&(
理
性
並
に 

義
»

0
命
令
に
依
つ
て
制
限
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
ぅ
：。
か 

S
る
f
t會
に
於
で
は
.各
兒
M
の
' 父
は
何
人
な
る
か
を
剑 

別
し
得
る
か
否
か
は
1£
確
に
斷
言
し
得
な
い
が「

只
其 

詮
索
^
必
要
ビ
せ
ざ
る
”に
至

る

可&-
は
敢
て
明
言
す
る 

を

滞

ら

なS」

ビ
云
ふ
の
で
あ
る

(
G
o
d
w
i
n
:

o
p
.
 

Q
t
.
, 

3

a sed' vol 

ri 

• 

pp. 

8

M-
l
J
_s;
'
2

'

)
」 

i

f

ス
は
如
說
の
所
論
を
何
等
學
理
的
根
據
に 

賜
依
せ
ざ
る
空
論
ど
し
て
擯
斥
す
る
の
で
ぁ
る
が
、
.又
：
 

事
實
到
底
許
容
し
雛
い
«

«
な
る
空
想
に
走
つ
て
は
，ゐ 

る
が
、
然
し
私
は
何
無
婦
に
廢
槳
す
る
を
得
ざ
る
力
® 

き
豫
言
を
fi
含
す
る
も
0;
^
信

す

る

の

で

あ

る

。
.如
何 

ゼ
な
れ
ば
’產
業
革
命
以
後
の
駸
々
た
る
經
濟
事
情
の
發 

-

展
は
、

「

旦
は
其
影
^:
沒
せ
る
'ゴ
K 

4,ン
の
理
想
主
養

第
十
七
卷(

1
0三)

.

雜

錄

「

政治的正義

」

>

を
ニ
十
世
紺
の
現
代
に
召
還
し
て
"

E
に
一
層
«
烈
な 

る
勢
威
を
以
て
再
現
す
る
に
至
つ
た
の
で
ぁ
る
。
I
 

K
a
u
t
s
k
y

が
社
會
主
義
的
社
會
に
於
て
は
爾
今
一
世
紀 

を
閱
す
る
も
尙
人
ロ
過
剩
の
憂
惧
無
し
£
斷
言
す
る
が 

一
如
き
は
遥
遠
の
難
關
に
割
し
て
は
米
知
の
救
濟
手
段
を 
I:

像
期
し
得
可
し
ビ
云
へ
る
ゴ
ド
牛
ン
の
樂
觀
論
を
事
實 

:

の
上
に
立
證
す
る
も
の
で
は
な
い
乎
。M
に
又Herbert 

'；:S
p
e
n
c
e
r

。
が
人
類
の
發
達
は
其
生
殖
力
を
減
退
し
出
齑 

率
を
低
下
す
可
し
€
推
論
す
る
は
、
長
苹
月
の
間
に
は 

一
如
何
な
る
變
化
の
勃
發
す
る
や
«|
り
難
し
ビ
云
へ
る
コ 

|

へ
ド
ヰ
ン
の
所
言
を
生
物
學
の
上
に
裏
書
す
る
も
の
で
は 

麵
ぃ
乎
。
是
等
の
消
息
は
何「

人
口
論」

批
判
の
件
り 

一
に
於
て
»

^
す
る
。
唯
愛
に
一
言
す
可
き
は
如
說
の
思 

®
が
獨
り
ゴ
ド
ヰ
ン
に
特
異
.の
も
の
で
無
か
ク
た
事
で 

ぁ
る
。
私
は
次
に
彼
れ
の
政
治
的
正
義
に
1
る
、
事
一 

-

年
、
佛
ii
西
に
表
は
れ
た
コ
ン
ド
火
セ
ーMarquis de

C
o
n
d
o
r
c
e
t

 

1
7

4
3

ム
7
oc
o\
0

「

人
心
の
進
步
に
關
す
る

.人
口
論」 
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一® 
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馆
十
七
盤(

一
〇
四)

雜

.錄

「

政
治
的
正
義」

ミ「

入
口
論」 

第
一
说

一〇
四 

史
的
考
络」

h
E
s
q
u
f

 

d

ビn T
a
b
l
e
s

 

H
i
s
t
o
r
f

 

.

歷
史
に
於
る
最
も
願
著
な
る
三
傾
向
ど
し
て
、
第
一
國 

.ces 

progres de rjpspnt 

l
a
i
n

 
二
を

瞥

見

し

た

い

民

間

の

不

平

等

の

撒

囘

、
第
.一
一
階
級
間
の
不
平
等
の
倣

囘
、
塔
ニ
個
性
の
改
善
の
三
項
を
擧
げ
、
.か
、
る
傾
，间 

八

：;

:
'!
の
必
然
的
歸
趨
を
し
て
將
來
に
於
る
人
類
は
、
昝
的
に 

::
:
彼
は
歴
史
を
十
期
にM

分
す
る
。(

一〕

漁
獵
^

^
 .

\

道
徳
的
に
、
將
れ
亦
肉
體
的
に
、
句
上
進
歩
し
人
生
の

(

ニ)

牧
#
時
代
。：(

三)

農
耕
時
代
ゝ

T

四)

希
臘
k
於
る
：i:. i

元
全
性
を
.遺
慽
無
く
發
揮
す
可
しw

結
論
す
る
.
日
く
：
 

K

業

和

學

及

び

哲

學

の

全
®

時
代
。(

：五)

歷

山

大\
「

人
類
の
進
步
は
如
何
な
る
方
而
に
於
て
も
無
限
で
あ 

'王
遠
征
以
降
羅
捣
帝
國
衰
亡
^

至
る
科
學
及
び
哲
.學
の
：
:

る
。
其
の
結
果
物
質
的
享
樂
の
平
等
及
び
生
活
資
料
の
|
 

"
代

(

J>〕

十
•
%
另
に
至
る
ま
で
の
^

學
锻
廢
_
代
/

一
 

保
®

を
ft
現
し
#
.
る
ご
同
時
に
、
德
性
並
び
に
知
2
能

.0 

(

七)

爾
後
印
刷
術
發
見
に
至
；る
ま
で
の
時
代
：

'0
：0

<
)

爾

I
.

完
成
、
及
び
政
治
的
m
li
l
を
招
徠
す
る，

W
ビ
が
出
來
る
h
 

，後

、

L
u
t
h
e
r
.
D
e
c
a
r
f
B
a
c
o
n
:

等
に
■依
る
法
王
權
攻
擊
，\

で
あ
ら
ぅ
。
產
業
は
科
學
の
拨
奶
ヒ
相
俟
つ
て
、
土
也

I 
*r%
 \ 

V 

? 

V - 

* 

. - / 

.
:
. 

‘

に
及
'ぶ
時
代
。(

九)

0

€
§
1

:
以
條
理
«-
、
t
®i
:
51

&
-
に 

人
道
が
民
衆
の
標
語
た
ら
ん
^

す
る
挪
蘭
西
共
和
^ !

に 

至
る
時
代
？
及
び(

十〕

將
來
の
時
代
が
是
で
ぁ
る
。

:
而
1>
;
て
彼
は
其
分
類
の
^
九
期
に
至
る
ま
で
の
過
去 

の
歴
史
を
支
配
せ
る
，

法

則

は

：
、.亦
，當
然
笫
+
期
則
ち
將 

來
の
滕
史
を
も
支
配
す
可
じV

前
提
し
、
，次
に
過
去
の

を
し
て
無
限
の
資
料
を
生
產
す
る
を
得
し
む
る
程
發
達 

す
る
で
あ
ら
ぅ」

ビ
°
愛
に
於
て
彼
は
®
く
論
步
を
停 

め
て
人
口
の
增
_
も

亦

無

限

な

，
ら

ず

や

vj

の
質
疑
を
提 

起
し
、
然
る
後
是

に
應
へ
て
云
ふ
、「

兎
も
め
れ
そ
は
遥 

か

.
に

遠

き

未

來

に

«
す
る
事
で
あ
る
。
其
時
期
の
到
來 

す
る
ま
で
に
は
吾
人
は「

最
早」

速
妄
ょ
り
»
悅
し
、
：明

白
な
る
、
さ
れ
ざ
現
今
實
施
せ
ら
れ
ざ
る
底
の
、
秫
 々

な
る
方
法
を
探
用
し
て
人
：ロ
を
制
限
す
る
を
#
る
に
沒 

る
で
あ
ら
う
。
而
し
て
艾
牝
の
進
步
の
必
然
微
す
可
き 

爾
性
の
氓
^
は
、
斯
か
，.る
%
成
»]
の
到
來
を
容
易
な
ら 

し
；

Q

る
で
*
ら
う
又
®:
術
の
進
步
は
生
命
を
延
長
し
、
 

死
は
寧
ろ
原
則
よ
り
も
例
外
た
：る
に
M

る
で
あ
ら
う
。
 

逍
迆
に
榴
“
哲
人
は
‘服
を
现
代
ょ
り
此
光
郯
あ
る
將
彳 

來
に
轉
じ
、
以
て
其
の
身
を
慰
撫
す
可
き
で
あ
る」

€

 

(
B
o
n
a
r
: 

Philosophy 

and 

Political

' Kc
o
n
o
m
y
.

 

2nd 

ニ

e
d*;
p
p.
2

〇4

.
-
2

〇
：；
 

j

o' 

一

.. .

.

.
 

: 

- 

-

.

.

.
 

_

ノ免
*-1

の
.論
旨
を
コ
.ド
.
.;-
-1}
-
-
ン.
.の
そ
れ
ど
劉
比
す
る
■に
.、

二 

後
：#

が
內
的
精
神
的
發
達
に
重
き
を
置
衫
る
に
反
し
、

.:
一
 

コ
ン
ドv

セ
ィ
は
外
的
技
*:
的
進
#
に
刻
待
す
る
の
小
ン
 

異
が
あ
る
。
隨
つ
て
T
ル
サ
ス
も
之
を
駿
擊
ず
る
に
方
:. 

つ
て
，ゴ
.ド
ヰ
ン
に
對
し
て
は
、
肉
體
が
精
神
に
服
從
す 

•可
き
兆
候
ば
皆
無
で
あ
る
、
@

學
者
f
雖
俲
痛
を
忍
耐 

す
る
事
は
至
雛
で
あ
る
、
:快
活
な
る
精
神
も
■
*

の
步

第
十
七
卷(

一 
o

玉)

雜
-

0

「

政
治
的s

」
w
r
.

み
を
强
者
の
そ
れ
の
如
ぐ
速
め
る
癖
は
出
來
な
い
。
啻 

に
.岗
體
そ
れs

身
に
古
來
變
化
無
き
の
み
か
、
岗
體
の 

精

神

に

對

す

る

關

係

に

於

て

も

殆

^
何
等
の
變
化
を
见 

ずV

沄
ひ

"
又

コ

ン

ド

ル

セ
ィ
に
對
し
て
は
彼
は
取
に
、 

L
:

技
術
は
假
令
壽
命
を「

無
^
限」

indefinite
に
し
て
も 

:
「

無
限J

u
n
M
t
e
;

に
は
し
な
い
。
園
_
家
は
石
竹
ゲ「
無 

定
限
1-
に
大
5
く
は
出
來
る
o 
■何
人
も
石
竹
の
大
き
く 

な
り
得
る
極
致
を
見
た
^
斷
言
は
出
來
ぬ
o 
,然
し
孖
攸 

は
決
し
て
玉
菜
の
如
く
大
き
く
な
ら
ぬ
ど
は
斷
言
(i
l

* 

.る
。
そ
こ
に
即
ち「

無
定
限」

€
雖
限
界
は
あ
る
。
是V

 

同
じ
く
人
の
壽
命
も
亦
年
數
を
以
て
確
定
し
得
ぬ
に
じ 

て
も
、
限
界
を
存
す
る
事
は
明
で
.あ
る
ビ「

ム
つ
て
ゐ 

る 

c

(

w
o
n
a
r
: 

Malthus 

and 

His 

w
o
r
k
.

 

p. 

2

」
)

0

然
も
過
去
に
於
る
進
步
の
歷
史
に
徵
し
て
、
米
來
に 

.「

於
'る
圆
滿
^
樂
の
现
想
境
を
期
待
し
#
可
し
^
な
す
信 

念
に
於
て
は
ゴ
ド
キ
ン
も
コ
ン
ド
，

V

セ
！
も
共
にj

で 

あ
るO 

'內
的
£
外
的
€
、.

彼
等
は
韻
異
れ
る
軌
迸
を
蹈

<

ロ
論」

.

:

5

雛

一

〇
五



ん
で
、
同
一
の
闫
標
に
窥
進
せ
ん
^
す
る
も
の
で
あ
る
。
 

且
つ
又
兩
者
の
Aa
想
•か
一
見
先
哲R

o
u
s
s
e
a
u

の
そ
れ 

に
：近

似

し

て

、
實

は

寒

し

く

色

a
を
異
に
；す
る
所
以
も 

注
0
に
愤
す
る
。

R
o
u
s
s
e
a
u

も
人
爲
の
制
度
組
織
を 

'悉
皆
撤
去
せ
ん
車
を
主
張
す
.る
。-:
;
然

し

彼

は

人

類

の

平 

等
を
得
ん
抓
爲
に
は
.人
類
の
進
步
を
犧
牲
に
供
す
る

の 

要
あ
A

y
觀
た
。
彼
は
本
等
せ
進
歩
と
は
雨
立
し
得
ざ 

る
も
.の
^
信
じ
、
且
つ
：平
等
は
、
原
始
蒙
昧
の
時
代
に 

逆
轉
す
る
の
犠
®
を
敢
て
し
て
も
、
尙
獲
得
實
現
す
可 

&
價
値
あ
る
も
の
ビ
思
惟
し
た
の
で
あ
る
。
，固
ょ
り
私 

は
か
、
る
，思
想
を
輕
忽
に
是
非
す
る
も
の
で
無
.い
。
南 

米

Parag n
a
y

に
於
る
エX

ィ
タ
敎
徒
の
北
ハ
產
则
體
に 

.職
す
る
人
々
が
、
其
狭
隘
な
る
地
域
に
營
む
籼
朴
の
生
.
 

活
が
、
，現
代
諸
列
强
に
於
る
交
ft
：生
活
ょ
6
も
、
.不
幸
：
 

で
あ
る
ど
は
何
人
が
斷
言
出
來
や
ラ
:°I

私
達
は
單
ゆ
る
一 

經
濟
服
の
f

り
裁

断

ず

る

の(§
執
を
避
け
ね
ば
な
ら

.る
な
A
ば
、
其
幸
不
幸
は
姑
く
措
い
て
、
尠
く
ビ
も
退 

®
的
で
あ
る
e
は
云
ふ
事
が
出
來
る
。
然
る
し
ゴ
ド
ヰ 

ン
並
に
コ
ン
ド
ル
セ
ィ
に
於
て
は
是
ど
趣
を
異
に
し
て 

ゐ
る
。
彼
等
は
社
會
の
全
成
員
が
眞
に
文
明
化
せ
ら
る 

、
時
は
、
自

發

的

に

平

等

を

1

復
す
可
き
を
期
待
す
る
。
 

換
言
す
れ
ば
文
明
ミ
平
等
が
雨
立
し
融
合
し
得
る
可
能 

性
を
信
ず
る

も

の
で
あ

る
。

il
-

b

意
味
^

於
て
彼
等
の
理 

想

は

^

c

i

g

s
の
を
れ
に
比
し
巡
に
高
遠
ビ
云
ふ
可 

き
で
あ
る
。
而
し
て
マ
ル
サ
ス
ば
"
此
高
遠
の
理
想
を 

舉
近
の
現
實
に
即
し
て
打
破
せ
ん
€
欲
す
る
も
の
で
あ 

る
。「

人
p.

の
原
理
に
關
す
る1

論
附
ゴ
ド
ヰソ氏口ン

ド
ル
セ
ィ
氏
及
其
他
の
著
作
寒
の
思
索
に
關
す
る
評

’

. 

.
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of population, 
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M
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G
o
d
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r
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e
r
s
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は

「

人
口
論」

初
版
の
全
題
名
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
"

1/3:I 0

f
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dU&
に
®
ぬ

文

明

の

謝

耍

ょ

.
^
之

を

皋

す

Wす
L
.ので
あ
る
.
.
0
'
.

故
|:
'此
項
0
み
を
分
.離
し
て
1
I1
I
1
 

の
對
象
ミ
せ
ら
る
ニ
は
、
^
*の
本
湓
で
_
い
。
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一*
、

「

政
抬
的
正
義

」

、、

」「

人
口
論

」

>

丨
マ
ス
、
:

サ
ス
論I

®

一
草
、

「

人
口
論」

s

f

政
浓 

:•

、第
三
^

T

AP'

論」

の
锊
a

/i
l

想
，

:
.
!.£
四
.期
a
A口
論」

批
列
.

ア

リ

ス

ト

フ

：.ナ——

ネ
ン
ス
：
の

：|
吾 

.

.

.

工
■
ク

レ

レ

7

ツ
.，̂

^

_

.

ゼ

』

，

：

!

フ

ラ
ト

！

の

『

ポ

リ

タ
ィ

ヤ 

ミ

の

關

係

：
'

:

'

大

城

戸

中心

wataq

ア
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
ネ
ス
ン
.

(

紀
元
前
四
四
八
年
頃
に
生 

る)

は
悲
劇
詩
人
ユ
ー>

:
ヒ
、デ
ス
の
人
氣
が
稍
々
卞
火

第
十
七
卷

广 
一
◦

七〕

雜
錄
ア
リ
ス

ト
フT
1
ネ
スの
喜
劇

『
H

ク
レ

議
^
^
^

■喜
劇
詩
人
で
あ
る
。
彼
は
喜
劇
に
ょ
^V、

輕
妙
な
ユ
I
 

モ
ア
の
內
に
、
常
時
の
腐
敗
せ
■る
政
治
、
外
交
.、
思
想 

k

は
著
名
な
人
々
を
激
し
く
攻
擊
し
た
。
彼
の
著
し
た 

一'.
喜

劇

は

合

計

玉

十

四

の

，多

き

に
達
す
る
が
現
今
迄
^
は 

|

れ
る
も
の
は
僅
か
に
十
一
に
過
ぎ
ぬ
。
そ
の
内
我
等
に 

|

収
>
て
最
も
興
味
の
あ
る
も
の
は
、「

エ
タ
レ
シ
ア
ツ
f 

>

し(

婦
人
議
會)

で
あ
る
。
'こ
の
喜
劇
は
當
時
の
政
治 

家

0
腐
敗
せ
る
こ
€
及
び
當
時
の
共
產
主
義
思
想
を
知 

|

る
，に
最
も
便
利
な
の
で
あ
る
。
先
づ
そ
の
大
體
の
梗
淑 

を
述
べ
て
見
ょ
ぅ
。
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あ
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第
一
幕

,,最
夜
中

少
し
過
ぎ
の
事
、
ア
デ
ン
ス
の
^
あ
る
市
民

シ
ア-ソ
ー
せ

』

ぐ
/
プ
ヲ>1
の『

ポ
リ
タ
イ
ヤ』

と
の
關
係第

一

號

 

ー0
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